
令和
8年

四季を告げる里山があり、あたたかな人が集まるまち



は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
、

「
栗
山
ら
し
さ
」
を
活
か
し
た
教

育
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
総
合

的
な
子
育
て
支
援
体
制
の
構
築
、

町
内
３
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
質

の
高
い
教
育
環
境
の
確
保
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育

の
充
実
、
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力

づ
く
り
や
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

と
の
連
携
に
よ
る
特
色
あ
る
教
育

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
抱

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
で

き
る
「
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。

「
魅
力
き
ら
め
く
ま
ち
」の

推
進

④
　

栗
山
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
な
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
財

産
を
守
り
、
次
代
へ
と
継
承
し
て

い
く
た
め
に
は
、
そ
の
価
値
と
魅

力
を
共
有
し
、
広
く
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
ハ
サ

ン
ベ
ツ
里
山
な
ど
自
然
環
境
の
保

全
・
再
生
、
文
化
財
や
伝
統
文
化
、

郷
土
芸
能
の
保
護
・
継
承
、
若
者
・

子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
）
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

財
産
を
未
来
へ
繋
ぐ
「
魅
力
き
ら

め
く
ま
ち
」を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

く
り
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

企
業
誘
致
の
推
進
、
栗
山
煉
瓦
創

庫
く
り
ふ
と
を
拠
点
と
し
た
交
流
・

関
係
人
口
の
さ
ら
な
る
創
出
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
活
か
し
、
産
業
が

力
強
く
成
長
を
続
け
る
「
賑
わ
い

広
が
る
ま
ち
」
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。「

笑
顔
に
満
ち
た
ま
ち
」の

推
進

②
　

す
べ
て
の
町
民
が
、
生
涯
を
通

じ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
に
必

要
な
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
生
活
基
盤
の
強
化

な
ど
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
予
防
対
策
や
健
康
寿
命
延

伸
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
栗
山

赤
十
字
病
院
を
中
心
と
し
た
持
続

可
能
な
医
療
供
給
体
制
の
構
築
、

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
拡
充
、
除
排
雪

や
町
営
バ
ス
事
業
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

支
え
合
い
の
輪
が
広
が
り
、
誰

も
が
健
幸
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る「
笑
顔
に
満
ち
た
ま
ち
」

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

「
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
推
進

③
　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

心
豊
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

　

私
は
、
こ
の
度
の
栗
山
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
町
民

並
び
に
議
員
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
、
三
度
、
町
政
の
舵

取
り
役
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
、
そ
の
３
期
目
の

町
政
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
本
町
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

昨
今
の
世
界
情
勢
の
悪
化
に
伴

う
物
価
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
上
昇
に
加
え
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
社
会
の

担
い
手
不
足
な
ど
、
構
造
的
な
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
自

然
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
な
ど
、

町
民
生
活
や
地
域
経
済
に
与
え
る

影
響
は
一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
お

り
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方

こ
そ
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
と
の

考
え
の
も
と
、
各
地
域
が
持
つ
多

様
な
資
源
や
特
色
を
最
大
限
に
生

か
し
、
地
域
産
業
の
付
加
価
値
向

上
と
販
路
開
拓
を
強
力
に
支
援
す

る
「
地
域
未
来
戦
略
」
を
推
進
す

る
方
針
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
に

あ
っ
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
、時
代
の
先
を
見
据
え
、10
年
後
、

20
年
後
も
発
展
し
続
け
る
ま
ち
づ

「
絆
で
創
る
ま
ち
」の
推
進

⑤
　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
さ
ら
に
は
価
値
観
の
多
様
化

に
よ
り
、
複
雑
化
す
る
地
域
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町

民
と
行
政
が
知
恵
と
力
を
結
集
し
、

協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
地
域
防

災
力
の
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
局
と
連
携
し
た
地
域
情
報
の
発

信
、
南
空
知
定
住
自
立
圏
を
は
じ
め

と
す
る
広
域
連
携
の
推
進
、
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
女
性

活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
と
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ
、

希
望
に
満
ち
た
未
来
を
拓
く
「
絆
で

創
る
ま
ち
」を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
５
つ
の
基
本
目

標
の
ほ
か
、
行
政
運
営
面
に
関
し

ま
し
て
は
、「
栗
山
町
経
営
改
革
推

進
計
画
」
に
基
づ
く
取
組
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
や
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様

化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
の
人
材
育
成
と
能
力

向
上
を
一
体
的
に
推
進
し
、
よ
り

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
新
年
度
の
主
要
施
策
の

概
要
を
、「
栗
山
町
第
７
次
総
合
計

画
」
に
お
け
る
分
野
別
政
策
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
１
期
目
を

栗
山
新
時
代
に
向
け
た「
創
成
期
」、

そ
し
て
、２
期
目
を
さ
ら
な
る
成
長
・

発
展
に
向
け
た「
成
長
期
」と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
栗
山
」
の
未
来
へ
の

基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
栗
山
赤
十
字

病
院
の
改
築
、
栗
山
高
等
学
校
の

維
持
・
存
続
及
び
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
の
経
営
改
善
、
さ
ら
に
は
、

中
心
市
街
地
や
商
店
街
の
再
生
・

活
性
化
対
策
な
ど
、
ま
ち
の
将
来

を
左
右
す
る
町
政
課
題
に
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決
へ

と
導
い
た
も
の
、
ま
た
一
定
の
方

向
付
け
を
し
た
も
の
な
ど
、
今
、

よ
う
や
く
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
加
速
化
す
る
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

は
も
と
よ
り
、
持
続
可
能
な
医
療

供
給
体
制
や
除
排
雪
体
制
の
確
立
、

地
域
公
共
交
通
の
確
保
、さ
ら
に
は
、

地
域
の
活
力
の
維
持
に
向
け
た
企

業
誘
致
の
推
進
な
ど
、
ま
ち
の
将

来
を
見
据
え
て
取
り
組
む
べ
き
新

た
な
町
政
課
題
も
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
こ
れ
ら
町
政

課
題
を
解
決
へ
と
導
く
一
手
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
取
組
を
確
か
な
成
果

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り

　

持
続
可
能
な
循
環
共
生
型
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
排
出
ご
み
の

抑
制
や
環
境
負
荷
の
低
減
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対
策

や
防
犯
活
動
の
推
進
な
ど
、
町
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
◆
ご
み
処
理

　

町
民
と
の
協
働
や
道
央
廃
棄
物

処
理
組
合
構
成
市
町
と
の
連
携
に

よ
り
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
よ

る
減
量
化
や
再
資
源
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、設
備
等
の
計
画
的
な
整
備
・

更
新
に
よ
り
、
ご
み
処
理
体
制
の

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ご
み
分
別
の
徹
底
、
再
資
源
化

を
推
進
し
ま
す
。

▽
広
域
焼
却
処
理
事
業
を
円
滑
に

推
進
し
ま
す
。

▽
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・

修
繕
を
支
援
し
ま
す
。

▽
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
の
購

入
を
支
援
し
ま
す
。

▽
環
境
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
の
屋
上

防
水
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
塵
芥
収
集
車
（
２
ｔ
車
）
を
更

新
し
ま
す
。

と
し
て
、
次
代
へ
確
実
に
繋
い
で

い
く
た
め
の
重
要
な
１
年
と
な
り

ま
す
。

　

町
政
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
本
年
度
の
町
政
執
行
に
当
た
り
、

「
５
つ
の
基
本
目
標
」
を
掲
げ
、

決
意
を
新
た
に
、
全
力
で
町
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
賑
わ
い
広
が
る
ま
ち
」の

推
進

①
　

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
経

済
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
農
商

工
各
産
業
の
体
質
強
化
に
加
え
、

新
技
術
の
導
入
に
よ
る
産
業
振
興

や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

価
値
の
創
出
な
ど
、
経
済
の
好
循

環
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
各
産

業
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
育

成
・
確
保
、
生
産
性
と
持
続
性
を

高
め
る
栗
山
農
業
の
確
立
、
魅
力

と
賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
商
店
街
づ

◆
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
「
栗
山
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」に
基
づ
き
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
官
民
連
携

に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の

取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止

め
、
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
（
自
然
再
興
）」
の
取
組
を
進
め

る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
推
進
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
町
民
へ
の
普
及
啓
発

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

を
支
援
し
ま
す
。

▽
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取

り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

▽
官
民
連
携
に
よ
る
環
境
問
題
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
や
普

及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
事
業

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し

ま
す
。

▽
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
認
定
に
向

け
た
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
防
災

　
「
栗
山
町
地
域
防
災
計
画
」
に
基

づ
き
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置
及

び
活
動
へ
の
支
援
や
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、「
避
難
行

動
要
支
援
者
個
別
計
画
」
の
策
定 栗山煉瓦創庫くりふと栗山煉瓦創庫くりふと

栗山町議会定例会 6 月定例会議で、佐々木学
町長が 3 期目のスタートとなる今年度の町政執
行方針を示し、「栗山新時代を次なるステージ
へ」進める決意を述べました。
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命
講
習
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
空
気
呼
吸
器
を
更
新
し
ま
す
。

▽
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
し
ま
す
。

▽
日
出
地
区
サ
イ
レ
ン
塔
の
塗
装

修
繕
を
行
い
ま
す
。

▽
南
空
知
管
内
５
消
防
本
部
に
よ

る
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

▽
火
災
予
防
の
広
報
活
動
や
査
察

を
強
化
し
ま
す
。

◆
生
活
安
全

　

警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
飲
酒

運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底
な
ど
、

交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
協
会
や
暴
力
追
放

運
動
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
お

け
る
巡
回
な
ど
、
犯
罪
予
防
や
非

行
防
止
の
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す

る
た
め
の
条
例
化
の
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
を
は
じ
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
の
被
害

防
止
に
向
け
、
消
費
者
協
会
な
ど

と
連
携
し
、
広
域
相
談
窓
口
の
充

び
の
機
会
を
提
供
し
、
す
べ
て
の

町
民
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
主

的
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
社

会
教
育
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
多
様
化
す
る
町
民
の
学
習
意

欲
や
読
書
意
欲
に
対
応
す
る
た
め
、

図
書
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
、
館
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

活
用
す
る
な
ど
、
誰
も
が
気
軽
に

図
書
館
を
利
用
で
き
る
環
境
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
や
町
民
講

座
を
充
実
し
ま
す
。

▽
南
部
公
民
館
及
び
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
の
高
圧
受
電
設
備

を
更
新
し
ま
す
。

▽
図
書
を
充
実
し
ま
す
。

▽
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を

更
新
し
ま
す
。

▽
角
田
・
継
立
図
書
室
に
空
調
設

備
を
整
備
し
ま
す
。

◆
自
然
環
境
教
育

　

関
係
団
体
と
連
携
し
、
未
来
へ

と
継
承
す
べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ

る
自
然
・
里
山
環
境
の
保
全
・
再

生
活
動
を
進
め
る
な
ど
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
、

を
進
め
る
な
ど
、
全
町
的
な
防
災

体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

や
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
普
及
促
進

な
ど
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

用
物
資
の
備
蓄
を
計
画
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
自
主
防
災
組
織
の
設
置
・
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

▽
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た

防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
厳
冬
期
の
災
害
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
地
域
防
災
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
推
進
し
ま
す
。

▽
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

▽
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
や
防
災

情
報
メ
ー
ル
の
普
及
促
進
を
図

り
ま
す
。

◆
消
防
・
救
急

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
各
種
災

害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
設
備
の
充
実
や
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
９
年

度
か
ら
開
始
と
な
る
南
空
知
管
内

５
消
防
本
部
で
の
消
防
指
令
業
務

の
共
同
運
用
に
向
け
、
着
実
に
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
に
関
す
る
広

報
活
動
や
査
察
の
強
化
な
ど
、
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
所
等
を
対
象
と
し
た
救
急
救

ム
の
一
端
を
担
う
と
と
も
に
南
空

知
定
住
自
立
圏
や
包
括
連
携
を
は

じ
め
と
す
る
広
域
連
携
に
よ
る
取

組
な
ど
、
広
く
地
域
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
生
募
集
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
校
訪
問
や
進
学
相
談

会
を
は
じ
め
、
自
治
体
及
び
社
会

福
祉
法
人
等
と
の
包
括
連
携
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
最
終
年
度
と
な
る
栗

山
高
等
学
校
と
の
「
高
専
一
貫
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
」
を
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
戦
略
的
な
学
生
確
保
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

▽
小
・
中
学
校
に
お
け
る
福
祉
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
講

し
ま
す
。

▽
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す
る
包

括
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

▽
高
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
駐
車
場
及
び
入
浴
実
習
室
特
殊

浴
槽
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
介
護
Ｄ
Ⅹ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導

入
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を

進
め
ま
す
。

◆
生
涯
教
育

　

リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
や
町
民
講

座
、
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
な
ど
学

実
と
広
報
啓
発
活
動
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

墓
園
・
墓
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
な
墓
参
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
合
葬
墓
を
含
め

た
墓
園
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

▽
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入

を
支
援
し
ま
す
。

▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

▽
犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る
た

め
の
条
例
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
南
空
知
４
町
の
広
域
消
費
生
活

相
談
室
の
広
報
啓
発
活
動
を
充

実
し
ま
す
。

▽
墓
園
入
口
の
整
備
に
向
け
た
用

地
交
渉
を
進
め
ま
す
。

▽
合
葬
墓
を
含
め
た
墓
園
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

人
々
が
元
気
に
輝
く
ふ
る
さ

と
づ
く
り

　

義
務
教
育
、
高
等
学
校
教
育
の

連
携
に
加
え
、
専
門
教
育
機
関
で

あ
る
介
護
福
祉
学
校
、
さ
ら
に
は

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
分
野
を
含

め
た
「
学
び
の
総
体
」
と
し
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
学
び
が
循
環
し
、

地
域
を
支
え
、次
世
代
を
育
て
る「
栗

山
ら
し
さ
」
を
活
か
し
た
教
育
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
「
ふ
る
さ
と
自

然
体
験
教
育
」
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
雨
煙
別
川
の
い
き
も
の
豊
か
な

川
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▽
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▽
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
保
全
活
動

を
支
援
し
ま
す
。 

▽
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め
関
係

団
体
と
連
携
し
、
誰
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
機
会
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
体
育
施
設
の
計
画
的
な
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
５
回
く
り
や
ま
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
な

◆
学
校
教
育

　

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
課
題
に
向

き
合
い
、
対
話
を
通
し
て
考
え
を

深
め
る
学
び
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
度

や
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
、
互
い
に
学
び

合
う
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一
体

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、「
調
べ
る
・
整
理
す
る
・

発
信
す
る
」
と
い
っ
た
学
習
活
動

の
質
の
向
上
を
図
り
、
教
育
環
境

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
適
正
配

置
計
画
に
基
づ
く
町
内
３
小
学
校

の
統
合
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
将
来
的
な
新
校
舎
の
整
備
に

関
す
る
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

栗
山
高
等
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
小
中
高
を
一
体
的
に
捉
え
た

ど
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
町
民
球
場
の
ス
タ
ン
ド
内
部
防

水
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ポ
ン
プ
更

新
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
栗
山
水
泳
プ
ー
ル
上
屋
シ
ー
ト

張
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
第
５
回
く
り
や
ま
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

◆
芸
術
・
文
化

　

歴
史
的
建
造
物
や
貴
重
な
文
化

財
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
地
域
の
特
色
を
捉
え
た

新
た
な
文
化
財
の
発
掘
・
指
定
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
連
盟
を
は
じ
め
関

係
団
体
と
連
携
し
、
町
民
が
芸
術
・

文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
基
金

を
活
用
し
、
町
民
の
自
主
的
な
文

化
活
動
や
芸
術
活
動
、
伝
統
文
化

の
継
承
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▽
角
田
村
開
村
30
周
年
記
念
碑
の

修
繕
を
行
い
ま
す
。

▽
伝
統
文
化
・
郷
土
芸
能
の
継
承

や
文
化
活
動
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

▽
札
響
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
芸
術
文
化
鑑
賞
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

◆
国
際
・
地
域
間
交
流

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
感
性
や
創
造
力
を
育
む
た
め
、

12
年
間
の
教
育
構
想
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

女
子
硬
式
野
球
部
の
活
動
支
援
な

ど
、
さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
安
全
・
安

心
で
快
適
な
教
育
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

▽
町
内
３
小
学
校
の
統
合
を
進
め

ま
す
。

▽
幼
保
小
中
一
貫
教
育
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

▽
部
活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
た

環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
を
整

備
し
ま
す
。

▽
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実

施
及
び
中
学
校
給
食
費
物
価
高

騰
分
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

▽
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力
化
ビ
ジ
ョ

ン
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

▽
栗
山
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球

部
の
活
動
を
通
し
た
女
子
野
球

タ
ウ
ン
の
認
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　
「
中
期
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、

次
世
代
を
担
う
優
れ
た
介
護
福
祉

士
の
養
成
・
輩
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
」
や

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
研
修
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
角
田
市
と
の

相
互
交
流
事
業
に
よ
る
地
域
間
交

流
を
推
進
し
、
歴
史
や
文
化
な
ど

の
学
び
を
通
じ
た
郷
土
愛
の
醸
成

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
事
業

を
行
い
ま
す
。

▽
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
研
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
角
田
市
と
の
子
ど
も
交
流
受
入

事
業
及
び
勤
労
青
年
研
修
派
遣

事
業
を
行
い
ま
す
。

健
幸
で
生
き
が
い
感
じ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り

　

す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
笑
顔

に
あ
ふ
れ
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
保
健

　
「
第
２
期
栗
山
町
健
康
増
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
各
種
健
診
等
の
受
診

率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
若

年
層
へ
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
予
防
に
向
け
た
保
健
指
導
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▽
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
体
制
の
構
築

に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行
い

ま
す
。

▽
産
婦
人
科
・
小
児
科
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
栗
山
赤
十
字
病
院
の
外
構
な
ど
、

改
築
工
事
を
支
援
し
ま
す
。

▽
救
急
医
療
体
制
及
び
地
域
医
療

機
能
の
確
保
に
係
る
栗
山
赤
十

字
病
院
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
児
童
福
祉

　
「
第
３
期
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
母
子
保

健
機
能
と
児
童
福
祉
機
能
を
合
わ

せ
持
つ「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
な

ど
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト

町
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
方
針
」
に

基
づ
く
新
技
術
の
導
入
に
よ
り
、

生
産
性
の
高
い
農
業
と
農
作
業
の

省
力
化
や
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
な

ど
、
安
全
・
安
心
で
良
質
な
農
産

物
の
生
産
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
策
定
し
た
「
栗

山
町
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、

南
空
知
森
林
組
合
を
は
じ
め
関
係

機
関
・
団
体
、
企
業
と
連
携
し
、

適
正
な
森
林
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
効
果

的
に
活
用
し
、
森
林
が
有
す
る
多

面
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
後
継
者
や
新
規
就
農
者
な
ど
、

農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

▽
農
地
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
、

農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
ま
す
。

▽
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
見

直
し
ま
す
。

▽
第
６
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン

を
充
実
し
、
健
康
に
対
す
る
意
識

高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
主
体
的
な
健
康

づ
く
り
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
代

わ
る
健
幸
の
ま
ち
推
進
ポ
イ
ン
ト

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
や
関
係
機
関
、企
業
と
協
働
し
、

健
康
寿
命
延
伸
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
若
年
層
の
が
ん
検
診
、
健
診
受

診
率
向
上
の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

▽
健
康
測
定
機
器
を
活
用
し
た
健

康
づ
く
り
事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
健
幸
の
ま
ち
推
進
ポ
イ
ン
ト
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
町
民
及
び
企
業
を
対
象
と
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
医
療

　

町
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
受
療
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
医
療
を
提
供
で
き
る
持
続
可

能
な
医
療
供
給
体
制
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
の
栗
山
赤
十

字
病
院
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向

け
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
救
急
医
療
体
制
及
び
地
域
医

療
機
能
の
確
保
に
係
る
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
南
部
地
区
に
お
け
る
巡
回
診
療

を
行
い
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
第
８
次
障
が
い
福
祉
計
画
及
び

第
４
次
障
が
い
児
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

▽
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業
を

行
い
ま
す
。

▽
障
が
い
に
対
す
る
町
民
・
事
業

者
の
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。

▽
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
・
就

労
環
境
の
充
実
に
向
け
た
支
援

制
度
を
検
討
し
ま
す
。

活
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
は
じ

め
、
商
工
業
を
含
め
た
地
域
産
業

の
基
盤
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
雇
用
の

場
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
・
交
流
産
業
を
充

実
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
と
関
係
人

口
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農
林
業

　

栗
山
町
農
業
振
興
計
画
「
第
５

期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に

基
づ
き
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
、
農
業
後
継
者
の
育
成
や
新

規
就
農
者
の
受
入
な
ど
、
地
域
農

業
を
担
う
人
材
の
確
保
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
次
期
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
や
農
業
生
産
基
盤
整
備
、「
栗
山

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
心
身
に
障

が
い
や
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
子
ど

も
の
早
期
発
見
や
早
期
療
育
へ
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
助
産
師
に
よ
る
産
後
ケ
ア
事
業

を
充
実
し
ま
す
。 

▽
新
生
児
世
帯
に
子
育
て
応
援
券

を
配
付
し
ま
す
。 

▽
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
行

い
ま
す
。

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

▽
支
援
が
必
要
な
家
庭
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
適
切
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

▽
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置

準
備
を
進
め
ま
す
。

▽
無
痛
（
和
痛
）
分
娩
費
用
の
助

成
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
強
化

に
向
け
た
新
た
な
支
援
策
の
調

査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

▽
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
の
制
定

に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行
い

ま
す
。

▽
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
実

施
方
法
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

を
行
い
ま
す
。

▽
育
児
休
業
等
奨
励
金
制
度
の
創

設
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行

い
ま
す
。

▽
障
が
い
児
の
通
所
費
用
等
を
助

成
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
「
第
10
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健
福

ス
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

▽
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
に
よ
る

農
業
振
興
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

有
害
鳥
獣
被
害
の
軽
減
及
び
緊

急
銃
猟
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

▽
栗
山
町
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
農
業
生
産
基
盤
整
備

事
業
及
び
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
森
林
づ
く
り
基
金
や
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、
適
正
な
森

林
整
備
や
人
材
育
成
、
木
材
の

利
用
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

▽
森
林
空
間
の
活
用
に
よ
る
森
林

環
境
教
育
や
普
及
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

▽
林
業
の
活
性
化
に
向
け
た
林
業

事
業
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

◆
商
工
業

　
「
第
２
期
商
店
街
活
性
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
新
規
起
業
の

促
進
や
集
客
活
動
の
強
化
、
商
店

街
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
用
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
次
期
プ
ラ
ン
の
策

定
を
進
め
る
な
ど
、
賑
わ
い
あ
ふ

れ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に

向
け
た
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関

な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
活
課
題
に
寄

り
添
う
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

と
連
携
し
、
介
護
人
材
の
育
成
・

確
保
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
第
10
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

▽
加
齢
性
難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器

購
入
支
援
の
検
討
な
ど
、
フ
レ

イ
ル
予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
重
度
化
予
防
に
向
け
、
介
護
予

防
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

▽
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
除
雪

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
介
護
人
材
の
育
成
・
確
保
に
係

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
福
祉

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
地
域
で
の
見
守
り

や
支
え
合
い
活
動
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
３
期
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー

支
援
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
と

◎
今
年
の
約
束

▽
空
き
店
舗
・
空
き
地
の
活
用
を

支
援
し
ま
す
。

▽
行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
拡
充
な

ど
商
店
街
地
域
電
子
カ
ー
ド
の

利
用
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

▽
第
３
期
商
店
街
活
性
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

▽
地
方
進
出
を
目
指
す
企
業
の
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▽
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

◆
観
光
・
交
流

　
「
栗
山
町
観
光
振
興
計
画
」
に
基

づ
き
、
栗
山
煉
瓦
創
庫
く
り
ふ
と

を
拠
点
に
、
観
光
窓
口
の
充
実
や

観
光
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
さ
ら

な
る
関
係
人
口
の
創
出
と
ま
ち
の

賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
魅
力
を
様
々
な

角
度
か
ら
紹
介
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
の
配
信
に
よ
り
、
認
知
度

と
も
に
、
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て

介
護
や
看
護
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
見
守
り
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
な
ど
の
運
営

を
支
援
し
ま
す
。

▽
第
３
期
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支
援

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▽
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

し
、
訪
問
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

▽
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
月
間
事
業

を
充
実
し
ま
す
。

▽
ケ
ア
ラ
ー
お
出
か
け
安
心
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
介
護
者
の
抱
え
て
い
る
課
題
を

見
え
る
化
し
、
支
援
に
繋
げ
る

た
め
の
ケ
ア
ラ
ー
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
充
実
し
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　
「
第
８
次
栗
山
町
障
が
い
福
祉
計

画
」
及
び
「
第
４
次
栗
山
町
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

参
加
で
き
る
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
山
町
ふ
る
さ
と
福
祉

基
金
を
活
用
し
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
地
域
生
活
及
び
就
労
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

及
び
関
心
度
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
中
心
に
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
相
談
対
応
を
強
化
す

る
な
ど
、
移
住
・
定
住
促
進
の
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
新
た
な
観
光
推
進
体
制
の
構
築

に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行
い

ま
す
。

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
観
光
情
報
発
信
を
行
い

ま
す
。

▽
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
制
作

及
び
配
信
を
行
い
ま
す
。

▽
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住
支
援
を
行

い
ま
す
。

▽
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等
促
進
奨
学
金
返

済
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
ク
リ
エ
イ
タ
ー
移
住
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

◆
雇
用
環
境

　

町
内
事
業
所
の
労
働
環
境
の
実

態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
栗
山
高
等
学
校
生

へ
の
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
や

就
業
希
望
者
へ
の
適
切
な
情
報
提

供
な
ど
、
雇
用
の
促
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
者
の
資
格
取
得
支

援
制
度
に
よ
り
、
町
内
事
業
者
の

人
材
育
成
や
生
産
性
向
上
の
取
組

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
空
知
通
年
雇
用
促

道営事業による基盤整備道営事業による基盤整備
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持
・
確
保
す
る
た
め
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
除
排
雪
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沿
線
自
治
体
や
関
係

機
関
・
交
通
事
業
者
と
連
携
し
、

民
間
バ
ス
路
線
や
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の

利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
町
営
バ
ス
の
運

行
体
系
の
見
直
し
や
近
隣
自
治
体

と
の
共
同
運
行
の
検
討
な
ど
、
地

域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
湯
地
継
立
線
な
ど
の
道
路
整
備

を
行
い
ま
す
。

▽
日
赤
橋
の
架
換
及
び
万
世
橋
、
中

山
橋
、釣
橋
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

▽
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す
。

▽
地
域
ぐ
る
み
の
除
排
雪
体
制
の

構
築
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

▽
国
道
２
３
４
号
整
備
促
進
期
成

会
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

▽
新
町
通
街
路
及
び
夕
張
長
沼
線

等
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
す
。

▽
町
営
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

▽
町
営
バ
ス
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

を
更
新
し
ま
す
。

▽
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
に
向

け
た
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

▽
将
来
を
見
据
え
た
地
域
公
共
交

通
の
抜
本
的
見
直
し
に
関
す
る

調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

▽
路
線
バ
ス
乗
務
員
確
保
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

連
合
会
な
ど
と
協
議
を
行
い
、
地

域
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援

制
度
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
地

域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▽
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

▽
町
内
会
・
自
治
会
区
域
再
編
支

援
制
度
な
ど
の
支
援
策
を
検
討

し
ま
す
。

◆
行
政
経
営

　

ま
ち
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
栗

山
町
第
７
次
総
合
計
画
後
期
実
施

計
画
」
の
策
定
を
は
じ
め
、「
栗
山

町
経
営
改
革
推
進
計
画
」
に
基
づ

く
持
続
可
能
で
安
定
し
た
行
財
政

基
盤
の
構
築
、「
栗
山
町
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
」
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
や
「
栗

山
町
職
員
人
材
育
成
・
確
保
基
本

方
針
」
に
基
づ
く
職
員
の
育
成
、

人
事
評
価
制
度
の
運
用
な
ど
、
組

織
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
等
の
適
正
な
収
納

対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
拡
大
に
向

け
、
返
礼
品
事
業
者
と
連
携
し
た

取
組
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
、
自
主
財
源
の
さ

ら
な
る
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
空
知
定
住
自
立
圏

や
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
な
ど
、

広
域
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

進
協
議
会
と
連
携
し
、
季
節
労
働

者
の
通
年
雇
用
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
雇
用
労
働
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

▽
従
業
者
の
資
格
取
得
支
援
制
度

を
推
進
し
ま
す
。

▽
季
節
労
働
者
の
資
格
取
得
を
支

援
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
快
適
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
道
路
環
境
や
住
環
境
の
都
市

基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
上
・
下
水
道
な
ど
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
・
確
保
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
道
路
・
交
通

　

快
適
で
安
全
な
道
路
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
道
路
改
良
や
橋
梁

の
補
修
・
架
換
な
ど
、
計
画
的
な

道
路
網
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
・
道
が
管
理
す
る
道
路
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
、
官
民
一
体

と
な
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ

の
要
請
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
道
路
の
適
切
な
維

持
管
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
冬

期
間
に
お
け
る
道
路
交
通
網
を
維

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
栗
山
町
公
園
施
設
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
栗
山
公

園
施
設
の
更
新
な
ど
、
安
全
・
安

心
で
魅
力
あ
る
都
市
公
園
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
日
出
生
活
館
の
建
替
工
事
を
行

い
ま
す
。

▽
円
山
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
外
壁

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
御
大
師
山
周
辺
整
備
、
錦
地
区

街
な
み
づ
く
り
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

▽
栗
山
公
園
管
理
棟
の
更
新
や
公

園
施
設
の
補
修
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

み
ん
な
の
絆
で
支
え
合
う
ふ

る
さ
と
づ
く
り

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
価
値
観
の

多
様
化
に
よ
り
、
複
雑
化
す
る
地

域
課
題
や
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
町
民
と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
て
共
に
行
動
す
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　

町
民
主
体
の
創
意
工
夫
に
よ
る　

多
様
な
地
域
活
動
を
積
極
的
に
支

援
す
る
な
ど
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
町
内

◆
住
宅
・
住
環
境

　
「
栗
山
町
住
生
活
基
本
計
画
」
及

び
「
栗
山
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
」
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅

の
建
替
な
ど
を
計
画
的
に
推
進
し
、

安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
不
全
な
空
き
家
へ

の
指
導
や
解
体
の
支
援
な
ど
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
空
き
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
配
置
に
よ
る
相
談
体
制
の
強
化

や
空
き
家
の
利
活
用
促
進
に
向
け

た
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移

住
者
に
対
す
る
住
宅
取
得
支
援
を

継
続
す
る
な
ど
、
移
住
・
定
住
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
中
里
団
地
を
建
て
替
え
ま
す
。

▽
ポ
プ
ラ
団
地
の
解
体
を
実
施
し

ま
す
。

▽
人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成
事
業

を
行
い
ま
す
。

▽
危
険
な
特
定
空
家
等
の
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

▽
空
き
家
利
活
用
促
進
支
援
を
行

い
ま
す
。

▽
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
者

へ
の
住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

▽
次
期
住
宅
団
地
の
調
査
な
ど
、

計
画
的
な
分
譲
地
整
備
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
第
７
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
及

び
公
金
収
納
シ
ス
テ
ム
改
修
を

行
い
ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
組
を

強
化
し
ま
す
。 

▽
南
空
知
定
住
自
立
圏
や
北
海
道

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
な
ど
の
広
域
連

携
を
推
進
し
ま
す
。

◆
情
報
共
有
と
町
民
参
加

　

広
報
く
り
や
ま
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
ほ
か
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
と
連
携

し
、積
極
的
な
行
政
情
報
の
発
信
と
、

効
果
的
な
情
報
共
有
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や

町
長
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
な
ど
を
通

じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報

共
有
や
町
政
へ
の
参
画
機
会
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
栗
山
町
女
性
活
躍
・

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
や
意
識
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
栗
山
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設

し
、
情
報
発
信
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
と

◆
上
・
下
水
道

　
「
栗
山
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
基
づ
き
、

老
朽
管
な
ど
水
道
施
設
の
計
画
的

な
更
新
を
進
め
る
な
ど
、
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
良
質
な

水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
栗
山
町
下
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
・
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、
衛

生
的
な
住
環
境
の
維
持
や
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
下
水

道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
を
進
め

る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
事
業
経
営
の
安
定
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
別
排
水
処
理
施
設

事
業
を
推
進
し
、
生
活
排
水
処
理

環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
老
朽
水
道
管
な
ど
を
計
画
的
に

更
新
し
ま
す
。

連
携
し
、
行
政
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

▽
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
町
長
の

ふ
れ
あ
い
訪
問
を
充
実
し
ま
す
。

▽
性
の
多
様
性
を
含
め
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
係
る
理
解
促
進
を

図
り
ま
す
。

▽
各
種
委
員
会
へ
女
性
の
参
画
を

促
し
ま
す
。

　　

国
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
総

合
戦
略
に
お
い
て
、
地
方
に
活
力

を
取
り
戻
す
「
強
い
経
済
」
の
実

現
と
、
生
き
が
い
や
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
場
と
し
て
「
選
ば
れ

る
地
方
」
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、地
方
の
現
状
と
し
て
は
、

先
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
な
い
厳

し
い
経
済
状
況
が
続
き
、
ま
た
、

総
人
口
、
と
り
わ
け
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
加
速
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
現
実
を
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
町
政
の
課
題
や

ま
ち
の
将
来
像
へ
の
認
識
を
、
町

▽
下
水
道
施
設
の
機
器
な
ど
を
計

画
的
に
更
新
し
ま
す
。 

▽
個
別
排
水
処
理
施
設
の
新
規
設

置
を
促
進
し
ま
す
。

◆
河
川

　

局
地
的
な
豪
雨
な
ど
の
異
常
気

象
に
よ
る
自
然
災
害
に
備
え
、
河

川
内
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
や
樹
木

の
伐
採
な
ど
、
適
正
な
維
持
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
道
が
管
理
す
る
河

川
の
治
水
対
策
や
、
魚
類
な
ど
が

遡
上
し
や
す
い
河
川
環
境
の
整
備
・

保
全
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係

機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
と
連
携
し
た
「
雨

煙
別
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
推
進
し
、
魅
力
的
な
水
辺
空
間

の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
杵
臼
川
、
長
谷
川
の
沢
川
な
ど

の
５
河
川
を
浚
渫
し
ま
す
。

▽
雨
煙
別
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
推
進
し
ま
す
。

◆
街
な
み
・
景
観

　

日
出
生
活
館
の
建
替
や
旧
継
立

中
学
校
施
設
の
民
間
活
用
な
ど
、

南
部
地
域
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
ス
キ
ー
場
跡
地
の
活
用
を
含

め
た
御
大
師
山
周
辺
整
備
や
今
年

度
完
了
と
な
る
馬
追
橋
架
換
工
事

に
併
せ
た
錦
地
区
の
魅
力
あ
る
街

な
み
づ
く
り
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
た
市
街
地
形
成
を
検
討
し
て
ま

民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
町
政
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

我
が
ふ
る
さ
と
に
は
、
幾
多
の

困
難
を
乗
り
越
え
、
時
代
を
切
り

拓
い
て
き
た
先
人
た
ち
の
情
熱
と

挑
戦
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
の

時
代
を
託
さ
れ
た
私
た
ち
に
は
、

そ
の
志
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

連
綿
と
続
く
歴
史
の
バ
ト
ン
を
、

次
の
世
代
へ
繋
ぐ
と
い
う
使
命
と

責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
今
こ

そ
、町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
未
来
か
ら
の

視
点
に
立
っ
て
、
挑
戦
と
決
断
を

続
け
て
い
く
こ
と
で
、
必
ず
道
は

拓
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
本

年
度
を
、
栗
山
新
時
代
の
次
な
る

ス
テ
ー
ジ
へ
の
幕
開
け
と
な
る

「
新
化
の
時
」
と
位
置
付
け
、「
笑

顔
が
弾
け
る
、
ふ
る
さ
と
栗
山
」

実
現
の
た
め
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念

を
持
っ
て
、
町
政
運
営
に
邁
進
す

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
議
員
の
皆
さ

ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和

８
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
い
た

し
ま
す
。
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春
の
春
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

懇
談
会

町
民
の
声
を
町
政
に
！

原
油
不
足
に
伴
う
ご
み
袋
の
影

響
に
つ
い
て

質疑

ナ
フ
サ
不
足
に
よ
る
影
響

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

不
足
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
袋
の
不

足
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本

町
は
大
丈
夫
な
の
か
。

回答

本
町
は
現
在
の
と
こ
ろ
ゴ

ミ
袋
は
確
保
で
き
て
お

り
、
別
の
袋
を
使
用
す
る
こ
と

や
、
ご
み
袋
の
価
格
を
上
げ
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

回答

統
合
後
の
校
舎
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
避

難
す
る
場
所
が
な
く
な
ら
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
て
今
後
検
討

し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
予
算

に
つ
い
て

質疑

現
在
、
町
内
会
活
動
に
お

い
て
は
財
政
面
で
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
で
運
営
し
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活

性
化
す
る
よ
う
な
町
内
会
・
自

治
会
へ
の
助
成
事
業
を
考
え
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。

回答

ま
ち
づ
く
り
の
面
か
ら
も

町
内
会
・
自
治
会
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性

化
は
と
て
も
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
町
で
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
将
来
を
見
据
え
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
支
援
を

公
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て

質疑

公
営
住
宅
は
多
く
の
空
き

が
あ
る
よ
う
だ
。
空
き
が

あ
る
か
ら
新
し
い
住
宅
を
建
て

な
く
て
も
い
い
の
か
な
と
思

う
。
入
居
に
は
年
収
制
限
が
あ

る
が
、
空
け
て
お
く
の
で
あ
れ

ば
収
入
の
基
準
を
超
え
て
い
て

も
入
居
さ
せ
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

回答

現
在
、
公
営
住
宅
の
空
き

は
43
戸
。
建
て
替
え
に
伴

い
政
策
的
に
空
け
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
今
後
、
建
て
替
え

る
公
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
今

空
い
て
い
る
所
に
転
居
い
た
だ

く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
収
入

制
限
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅

は
生
活
困
窮
者
の
方
々
に
対
す

る
住
居
と
い
う
こ
と
で
、
認
識

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
１
階

の
希
望
が
多
く
２
階
以
上
の
階

層
に
空
き
が
出
や
す
い
。

ポ
ジ
ポ
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
電
子

マ
ネ
ー
の
使
用
期
限
に
つ
い
て

質疑

現
金
で
チ
ャ
ー
ジ
し
た
の

に
６
カ
月
で
失
効
さ
れ
て

に
対
面
で
の
支
払
い
も
残
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

回答

窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
は
来
年
の
４
月
開
始
を

目
指
し
て
お
り
、
現
金
の
取
り

扱
い
も
残
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
町
内

会
・
自
治
会
の
再
編
な
ど
も
視

野
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

役
場
窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化質疑

Ｏ
Ａ
化
が
進
む
の
は
良
い

と
思
う
が
、
全
部
機
械
で

な
く
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
他

し
ま
う
の
は
お
か
し
く
な
い
か
。

回答

法
律
に
基
づ
い
て
使
用
期

限
を
６
カ
月
と
し
て
い

る
。
以
前
の
く
り
や
ま
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
も
、
同
様
の
６
カ
月
間

だ
っ
た
。
ご
自
身
の
使
い
方
に

合
わ
せ
て
現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
に
つ
い

て質疑

若
い
人
に
安
定
し
た
財
政

基
盤
を
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
町
民
に
も
う
少

し
負
担
を
か
け
て
も
い
い
と

思
っ
て
い
る
。
町
営
バ
ス
も

料
金
収
入
だ
け
で
は
賄
え
ず
、

８
０
０
０
万
円
を
持
ち
出
し
て

い
る
状
態
。
サ
ー
ビ
ス
を
増
や

し
て
い
っ
た
ら
財
政
が
持
た
な

い
の
で
は
な
い
か
。

回答

事
業
に
取
り
組
む
時
に

は
、
取
捨
選
択
し
必
要
だ

と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
町
の

貯
金
を
取
り
崩
し
て
で
も
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の

町
の
財
政
状
況
は
、
そ
こ
ま
で

切
羽
詰
ま
っ
た
段
階
で
は
な
い

が
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤

を
次
の
世
代
に
残
す
こ
と
が

我
々
の
責
任
だ
と
思
っ
て
お

り
、
今
後
、
人
口
減
少
に
伴

い
、
公
共
施
設
や
福
祉
の
サ
ー

ビ
ス
の
統
合
な
ど
、
事
業
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
が
来
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

佐
々
木
学
町
長
の
町
政
３
期

目
が
ス
タ
ー
ト
し
、
５
月
18
日

か
ら
29
日
に
か
け
て
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
が
町
内
４
会
場

で
５
回
行
わ
れ
、
町
長
が
掲
げ

る
政
策
目
標
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
か

ら
出
さ
れ
た
質
問
に
、
町
長
が

答
え
、
情
報
交
換
・
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

小
中
一
体
型
の
義
務
教
育
に
つ

い
て質疑

来
年
、
３
小
学
校
が
一
つ

に
な
る
が
、
小
学
校
と
中

学
校
が
一
体
に
な
っ
た
義
務
教

育
学
校
は
、
い
つ
頃
で
き
る
の

か
。回答

校
舎
に
つ
い
て
は
、新
築
・

大
規
模
改
修
・
長
寿
命
化

の
３
通
り
の
整
備
方
法
が
考
え

ら
れ
る
。
今
年
は
、
栗
山
小
学

校
の
建
物
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
劣
化
度
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
検
討
委

員
会
で
整
備
方
法
を
検
討
し
て

い
く
予
定
。
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
と
、
町
の
財
政
を
し
っ

か
り
考
え
結
論
を
出
し
た
い
。

小
学
校
統
合
後
の
避
難
所
に
つ

い
て質疑

角
田
小
学
校
と
継
立
小
学

校
が
統
合
さ
れ
る
と
避
難

所
は
ど
う
な
る
の
か
。
普
段
使

わ
な
く
な
る
小
学
校
を
避
難
所

に
す
る
と
な
る
と
暖
房
な
ど
の

不
安
が
あ
る
。

各
会
場
の
議
事
録
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す　
→
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議
　
案

令
和
８
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
１
億
２
９
２
０

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
２

億
１
０
２
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
農
業
振
興
費
の
追

加
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

令
和
８
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
８
０
５
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
13
億
８
３
７
８

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
分

の
追
加
に
係
る
補
正
で
す
。

令
和
８
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
88
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
３
５
５
０
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、

包
括
連
携
協
定
事
業
費
の
追
加
な
ど
に

係
る
補
正
で
す
。

栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

旭
台
第
３
支
線
道
路
整
備
そ
の
１

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　
５
１
８
１
万
円

業　
　
者　
道
央
建
設
運
輸
株
式
会
社

湯
地
継
立
線
道
路
改
良
そ
の
１

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　
７
１
５
０
万
円

業　
　
者　
井
沢
建
設
株
式
会
社

中
里
団
地
４
号
棟
新
築
主
体
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　
１
億
４
５
８
６
万
円

業　
　
者　
朝
日
産
業
株
式
会
社

中
里
団
地
５
号
棟
新
築
主
体
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　
１
億
５
８
４
０
万
円

業　
　
者　
松
原
産
業
株
式
会
社

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
18
人
を
任
命
す
る
も
の
で
す
。

栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

報
　
告

令
和
７
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

議会の動き議会の動き

 【問い合わせ】環境生活課環境政策グループ　☎ 73-7511
　

環
境
生
活
課
に
は
、
毎
日
ご
み
分
別

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
今
一
度
、
ご
み
の
出
し
方
の

ポ
イ
ン
ト
を
、
２
０
２
４
年
４
月
版
冊

子
「
家
庭
ご
み
・
資
源
物
の
分
け
方
・

出
し
方
」と
あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

出
し
方
の
基
本
ル
ー
ル
を
忘
れ
ず

に
・
必
ず
町
指
定
の
袋
で

　
（
レ
ジ
袋
な
ど
指
定
袋
以
外
で
出
さ

　

れ
た
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
）

・
口
は
し
っ
か
り
し
ば
っ
て

　
（
衛
生
上
お
よ
び
管
理
上
、
袋
の
口

の
も
の
）　
「
燃
や
せ
る
ご
み
（
茶
の
指

定
袋
）」
へ
。

例　

バ
ケ
ツ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
お
も

ち
ゃ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど

生
ご
み
は
「
出
す
前
に
水
切
り
」

を
！

　

生
ご
み
の
約
8
割
は
水
分
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
水
切
り
を
す

る
こ
と
で
、
以
下
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

①
ご
み
が
軽
く
な
る
（
袋
が
破
れ
に
く

　

く
な
り
、
持
ち
運
び
も
楽
）

②
臭
い
を
防
ぐ
（
不
快
な
臭
い
や
カ
ラ

　

ス
被
害
を
抑
え
、
清
潔
）

③
処
理
コ
ス
ト
の
削
減（
重
量
が
減
り
、

　

町
が
負
担
す
る
ご
み
処
理
費
用
を
抑

　

え
ら
れ
る
）

　

指
定
ご
み
袋
は
安
定
供
給
で
き
る

数
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
買
い
占

め
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
必
要
と
し

て
い
る
町
民
に
行
き
渡
ら
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
は
普
段
通
り
の
ペ
ー
ス
で

必
要
な
分
だ
け
購
入
す
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
メ
モ
用
紙
、

菓
子
箱
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱

※
小
さ
い
紙
類
も
汚
れ
て
い
な
け
れ
ば

　

リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で
、
新
し
い
紙

　

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

※
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
い
袋
は
回

　

収
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
見
極
め
ポ

イ
ン
ト

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、「
プ
ラ
マ
ー

ク
」の
有
無
で
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。

・
プ
ラ
マ
ー
ク
が
あ
る
も
の
（
容
器
包

装
）　
「
青
の
指
定
袋
」
へ
。

例　

お
弁
当
の
容
器
、
洗
剤
の
ボ
ト

ル
、
食
品
の
袋
な
ど

・
プ
ラ
マ
ー
ク
が
な
い
も
の
（
製
品
そ

　

は
必
ず
結
ん
で
排
出
）

・
朝
8
時
30
分
ま
で
に

　
（
収
集
日
当
日
に
決
ま
っ
た
場
所
に

　

出
し
ま
し
ょ
う
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
栗
山
町
の
ご

み
の
現
状

　

令
和
７
年
度
は
町
全
体
で
約
３
１
０

０
ト
ン
の
ご
み
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
約
２
１
０
０
ト
ン
は
燃
や
せ
る

ご
み
、
約
１
０
０
０
ト
ン
は
再
利
用
可

能
な
「
資
源
物
」
で
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
ご
み
分
別
状

況
調
査
で
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に

資
源
物
の
混
入
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
町

で
は
、
青
・
赤
・
黒
の
指
定
袋
に
よ
る

資
源
回
収
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
ご

み
減
量
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
間
違
い
や
す
い
分
別

の
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
的
に
お
伝
え
し
ま

す
。「

紙
類
」
を
燃
や
せ
る
ご
み
に
入

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

チ
ラ
シ
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
お

菓
子
の
箱
な
ど
の
「
紙
類
」
は
、
大
切

な
資
源
で
す
。
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
に

入
れ
る
の
で
は
な
く
、黒
の
指
定
袋（
雑

紙
）
や
、
種
類
ご
と
に
ひ
も
で
縛
っ
て

資
源
物
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
間
違
い
や
す
い
例　
チ
ラ
シ
、
ダ
イ

ごみの出し方のポイントごみの出し方のポイント

指
定
ご
み
袋
の
供
給
状
況
に

つ
い
て

　令和8年6月定例会議（6月16日召集）で、　令和8年6月定例会議（6月16日召集）で、
次の議案が審議されました。次の議案が審議されました。

議会インターネット中継議会インターネット中継

栗山町議会 検索

議会の様子をいつでも議会の様子をいつでも
スマホ・パソコンでスマホ・パソコンで
視聴できます！視聴できます！

「
ご
み
の
散
乱
防
止
な
ど
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
及
び
標
語
の
募
集
」
標
語
の
紹
介　
　
佳
作
「
ご
み
０ゼ
ロ
で　
あ
ふ
れ
る
笑
顔　
未
来
ま
で
」　
栗
山
中
３
年　

門も
ん
崎ざ

き　
芹せ

り
奈な

さ
ん
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介
護
福
祉
学
校
２
年
生
は
、
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
施
設
で

の
実
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
実
習

先
の
「
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や

ま
」
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識

や
技
術
を
基
礎
に
実
習
を
行
っ
た

２
人
を
取
材
し
ま
し
た
。

実
習
で
技
術
や
知
識
を
蓄
え

た
い

　

幼
い
頃
か
ら

祖
母
と
暮
ら
し

て
き
た
伊
勢
さ

ん
は
、
自
然
と

介
護
の
道
を
目
指
し
ま
し
た
。
今

回
の
実
習
で
は
利
用
者
１
人
の
介

護
を
担
当
し
、
介
護
の
目
標
と
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ

ん
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
る
よ

う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
認
知

症
の
あ
る
方
に
は
、
本
人
の
で
き

る
こ
と
を
奪
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
、
介
助
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。
入
浴
介
助
で
利
用
者
さ

ん
に
、『
一
緒
に
入
る
か
い
？
』
と

冗
談
交
じ
り
に
言
わ
れ
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
実
習
で
は
言

わ
れ
た
こ
と
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
自
ら
積
極
的
に
臨
む
こ
と
で

成
長
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
介
護

を

　
「
ゆ
ず
ち
ゃ

ん
の
顔
を
見
た

ら
甘
え
た
く
な

る
わ
」
と
利
用

者
さ
ん
に
言
わ
れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
と
い
う
瀧
川
さ
ん
。

介
護
の
仕
事
を
楽
し
そ
う
に
す
る

母
の
姿
を
見
て
育
ち
、
介
護
福
祉

学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
「
介
助
の
手
順
が
教
科
書
通
り

に
は
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
の

で
、
職
員
さ
ん
に
指
導
を
受
け
な

が
ら
実
習
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
て

い
な
い
た
め
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
利
用

者
さ
ん
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。『
あ
り
が
と

う
』
と
言
っ
て
い
た
だ
く
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
利
用
者
さ
ん

が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
介
護
士

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

介
護
の
現
場
は
温
か
い

　

実
習
を
受
け
入
れ
た
ガ
ー
デ
ン

ハ
ウ
ス
く
り
や
ま
で
指
導
に
当

た
っ
た
の
は
、
同
校
の
卒
業
生
で

も
あ
る
岡
村
孝た

か

美み

さ
ん
と
池い
け

川が
わ

拓た
く

さ
ん
で
す
。

「
実
習
生
の
受

け
入
れ
は
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
、
襟
を

正
す
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介

護
の
現
場
は
多
忙
で
す
が
、
楽
し

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
人
と

人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
場

所
で
す
」
と
、
岡
村
さ
ん
。

　

池
川
さ
ん

は
、「
介
護
の
仕

事
は
、
日
々
の

関
わ
り
の
中

で
、
人
か
ら
の
感
謝
を
直
接
感
じ

ら
れ
る
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
長
く

続
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と
2
人
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

伊
い
勢

せ
　呂

ろ
威

い
さん　　瀧

たき
川
かわ
　優

ゆ
絆
ずな
さん

	 （２年）	 （２年）	

【実習先】
介護老人保健施設

ガーデンハウスくりやま

感謝される介護士を目指して

【主催・問い合わせ】　商工観光課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

【主催・問い合わせ】　くりやま夏まつり実行委員会　☎ 72-1278

7月18日土、19日日　9：00 ～ 22：00 （くりふと開館時間）

7月18日土　11：00 ～ 20：00

19日日　10：00 ～ 18：00

・イベント広場（つぼ八横）

・駅前通り
　（パレード、よさこいなど）

◆主なイベント
うまいもん広場、かさおどり、銭だいこ、みのり太鼓、カラオケ発表会、
川上雄大ミニライブ、札幌国際情報高校吹奏楽部演奏、ダンスショー、
少林寺拳法、栗山中学校吹奏楽部演奏、よさこい、
千俵引き競走など ※イベントの詳細は、

「くりやまイベント情報サイト」で！▶

　栗山煉瓦創庫くりふとでは、夏まつり期間中に連携イベントを開催します。トイレやWi-Fi、親子で
遊べるキッズスペースも利用可能ですので、お気軽にお立ち寄りください。

◆くりふとキッチン・ホール出店
◆ファブラボ栗山ものづくりワークショップ
◆栗山陶芸同好会やきもの市
◆あなただけのオオムラサキオーナメントづくり

◆スケートボード・けん玉体験

※詳細は今月の折り込みチラシ、Webなどをご覧ください！

日　時

日　
時

会　
場

　くりふと夏まつり連携イベント　くりふと夏まつり連携イベント

第51回

至　役場

くりふと

栗山駅

メイン会場
イベント
広場

つぼ八

InstagramFacebookWeb
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【問い合わせ】住民保健課国保グループ　☎ 73-7508

令和8年度健康保険資格情報物送付のご案内令和8年度健康保険資格情報物送付のご案内
　現在交付している国民健康保険・後期高齢者医療保険の「資格確認書」の有効期限が令和 8 年 7 月
31 日をもって満了となるため、8 月以降は使用できなくなります。
　マイナ保険証の登録状況により、令和 8 年 8 月以降に使える「資格確認書」または「資格情報のお
知らせ」を 7 月中に送付します。

　資格確認書を医療機関などの窓口で提示してください。

　マイナ保険証を医療機関などの窓口で提示してください。
※資格情報のお知らせは、自身の資格情報を把握するためのものであり、資格情報のお知らせのみ

で医療機関などの受診はできません。
※資格情報のお知らせが届いた方であっても、何らかの理由によりマイナ保険証での受診が困難で

ある場合は、資格確認書を交付します。
　資格確認書の交付を希望される方は、下記窓口にてお手続きをしてください。

・過去に処方されたお薬や特定健診結果などの情報を医師や薬剤師と共有でき、初めて受診する医療
機関でも、より適切な医療が受けられます。
・限度額適用認定証が不要になり、窓口での手続きが簡単になります。
・e-Taxと連携し、確定申告時に医療費の領収書提出が不要になります。

　「子ども医療費助成制度」「重度心身障害者医療費助成制度」「ひとり親家庭等医療費助成
制度」の受給者証の有効期限が令和8年7月31日をもって満了となるため、令和8年8月以降に
使える受給者証を7月中に送付します。

【国民健康保険】

【後期高齢者医療保険】

◎資格確認書が届いた方

◎資格情報のお知らせが届いた方

マイナ保険証を利用するメリット

医療費助成制度受給者証の更新

年齢 マイナ保険証 送付書類 有効期限
70歳以上
74歳以下

登録なし 資格確認書（免許証くらいのサイズ）
令和9年7月31日登録あり 資格情報のお知らせ（A4サイズ）

0歳以上
69歳以下

登録なし 資格確認書

登録あり 資格情報のお知らせ
※既にお持ちの方には送付しません。

70歳になる月の
月末まで

年齢 マイナ保険証 送付書類 有効期限

85歳以上
登録なし 資格確認書（ハガキくらいのサイズ）

※マイナ保険証の利用の有無に関わ
らず、資格確認書を送付します。 令和9年7月31日

登録あり

84歳以下
登録なし 資格確認書
登録あり 資格情報のお知らせ（A4サイズ）

　南空知消防組合栗山消防団（鈴木英雄団長）による春季連合消防演習が 6 月 13 日、栗夢広場で行
われました。演習には、第 1 分団から第 3 分団までの団員と女性消防部を合わせた 87 人が参加し、
分列行進や消防車両を使用したポンプ操法、女性消防団員による応急手当訓練などを実施。また、退
団者への感謝状の贈呈や永年勤続者への各種表彰も併せて行われました。

南空知消防組合管理者表彰

◆感謝状（退団者）
元団本部副団長	 國岡　正好
元第2分団分団長	 川畑　憲吾
元第3分団分団長	 宮本　　武
元第1分団班長	 中井　浩輝
元第2分団班長	 中川　和政
元第3分団団員	 河野　友秋
元第3分団団員	 岡村　伸明
◆精績章
第3分団副分団長	 池野　規晶
第2分団部長	 橋元　幸士
第3分団部長	 中島　昌一
◆勤労章
第2分団班長	 則武　悠司
第3分団班長	 髙桑　政勝
◆精勤章（勤続25年）
第3分団班長	 飯尾　隆亮
第3分団団員	 大西　剛史
第3分団団員	 川崎　太樹
◆精勤章（勤続20年）
第3分団班長	 不破　　潤
第2分団団員	 瀧澤　茂和
第3分団団員	 清水　哲矢

第3分団団員	 小川　貴臣
第3分団団員	 富樫　真由
第3分団団員	 國岡　晃平
◆精勤章（勤続15年）
第1分団班長	 富樫　崇裕
第1分団団員	 西岡　政則
第2分団団員	 正井　博美
第3分団団員	 大野　浩司

日本消防協会定例表彰

◆勤続章
第3分団部長	 中島　昌一

団長表彰

◆感謝状（退団者）
第1分団団員	 畠中　良樹
◆功績章
第1分団班長	 石田　尚久
第1分団班長	 廣瀬　勝憲
第2分団班長	 名内　稔弘
第2分団班長	 山田　晃博
第3分団班長	 飯尾　隆亮
◆精勤章（勤続10年）
第1分団班長	 山﨑　崇朗
第1分団団員	 田中　成明

第2分団団員	 菅野　　寿
◆精勤章（勤続5年）
第1分団団員	 鈴木　一行
第2分団団員	 佐藤　峻平
第2分団団員	 渕野　　啓
女性消防部団員	 中島　成美
◆優秀章
第1分団団員	 金谷　拓実
第1分団団員	 大谷　幸輝
第2分団団員	 瀧澤　茂和
第2分団団員	 仁平　将太
第3分団団員	 小塩　雄亮
第3分団団員	 國本　英樹
第3分団団員	 井澤　智明
女性消防部団員	 水野　千晶

（敬称略）
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みんなおいで
よ！

地域おこし
協力隊です！

新しい力で
栗山を元気に

【問い合わせ】栗山公園案内所　☎ 72-0706　　指定管理者　株式会社たかはしダリア

　大人気のイベントが復活です！！なかよし動物園のキャラクターたちが短冊となって七夕を盛
り上げてくれます★皆さんの願いを込めて星に届けましょう！！たくさんのご参加、お待ちして
おります♪

●日時　７月１日㈬～８月７日㈮
●受付　栗山公園案内所

お好きな短冊をお選びください。ペン
のご用意もあります。

●時間　10：00～16：00
●場所　栗山公園内　ふじ棚

お好きなモールを選んでいただき、
笹の木に結んでください。

●料金　無料
●対象　全来園者

お子さまと一緒に大人の方もご一緒
にどうぞ。

No.229No.229
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最 新 情 報 を
簡単アクセス

　くりふとがオープンしてから早3年半。最近では館内にキッズスペースを設置したことにより、
親子連れでの来館が増えています。館内の玩具や絵本を一緒に楽しむ方や、お子さんの様子
を近くで見ながら、くりふとキッチンで購入したものや持参したものを食べる方など、さま
ざまな形で楽しむ様子が多く見受けられるようになりました。
　また、毎月第4金曜日には町民有志による「こども食堂のんの」が出店しており、毎回50
人以上の来館者が訪れるなど、地元食材を使った温かい食事を囲みながら、地域の親子や子
どもたちが気軽に集まれる場所として定着しています。
　「子どもが楽しそうに過ごしていて安心できた」「ちょっとの休憩のつもりが親子でゆっく
りできました」など、うれしい声も聞かれています。
　さまざまな世代が集うくりふと。まだ来館されたことのない皆さまのお越しをお待ちして
います。

No.10　親子の笑顔が広がる、くりふとの日常風景

【開 館 時 間】	 9：00 ～ 22：00（月曜休館、変動あり）
【所　在　地】	 中央 3 丁目 154-1（栗山駅南側）
【問い合わせ】	 栗山煉瓦創庫くりふと　☎ 76-9945

子ども食堂のんので広がる、子どもの笑顔玩具や絵本を楽しめるキッズスペース

InstagramFacebookWeb

高台にも水田を—南学田の電気揚
ようすいきば

水機場跡 町
史
資
料
調
査
室
・
研
究
員
／ 

青
木　
隆
夫

YouTube で
歴史コンテンツ
公開中！

―――――――
町史資料調査室
☎ 76-7820
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南学田の電気揚水機場
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No.
112

　今年度 4 月からファブラボ
栗山運営支援員として活動して
いる、吉田峻晟です。昨年度ま
で秋田県で生活しており、大
学生の頃から 3D プリンターや
レーザーカッターなどのデジタ
ルファブリケーション機器を活
用したものづくりに親しんでき
ました。これまで培ってきた知
識や経験を生かし、現在はラボ
スタッフとして利用者のサポー
トを行うほか、ファブラボの魅
力をより多くの方に知っていた
だくための企画や試作にも取り
組んでいます。
　その中でも特に力を入れてい
るのが、ファブラボで製作できる
おもちゃの開発です。ファブラボ
は「自分のアイデアを形にでき
る場所」ですが、「興味はあるけ

れど何を作ればよいかわからな
い」「機械の使い方が難しそう」
と感じる方も少なくありません。
そこで、子どもから大人まで気
軽に楽しめるおもちゃを入口と
して、ものづくりの楽しさや達
成感を体験していただける機会
を増やしたいと考えています。
　今後も地域の皆さんが気軽に
立ち寄り、新しい挑戦や交流が
生まれる場となるよう、ファブ
ラボ栗山の魅力発信と環境づく
りに取り組んでまいります。ぜ
ひお気軽にお立ち寄りください。

ファブラボ栗山運営支援員

吉
よし

田
だ

　峻
しゅんせい

晟　隊員
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栗山を訪れる人を歓迎したい地域で支える高齢者の暮らし

蒼
そう
天
てん
翔
しょう
舞
ぶ
～蒼き大空に舞う未来の仕事の選択肢を広げよう

チーム夢が栗山駅前花壇づくり錦まちづくり協議会が「安心してね」と声掛け

くりやまOH!!夢乱咲が奨励賞を初受賞栗山高校生が町内事業所などで就業体験

　町内のボランティア団体「チーム夢
ときわ

」（吉田礼
子代表）が6月6日、駅前の花壇に花の苗を植え
ました。花いっぱい運動の一貫として毎年実施
しており、今年で13回目。同会会員や駅前通り
の事業所関係者、地域住民など約70人が参加し
ました。直径15mの花壇は色鮮やかに彩られ、
栗山みのり太鼓の迫力ある演奏も披露されました。

　6月9日、錦まちづくり協議会（岡山典弘会長）
が、地域の高齢者宅を声掛けして回る『安心つ
ながりパトロール』を開始しました。同協議会
を構成する10区親友会、西区町内会が手分け
して、高齢者宅23世帯を個別に訪問。地域包
括支援センター職員も同行し、顔色、体調など
4項目や困りごとなどについて聞き取りしました。

　第35回YOSAKOIソーラン祭りの出場に向けて
くりやまOH!!夢乱咲（堀文彦代表）が6月7日、
「L

リ ア ン
ien V

ビ レ ッ ジ
illageなんそら」で出陣式を行い、全力

でパフォーマンスしてくると来場者に誓いました。
同祭りは6月13、14日に札幌市で開催され、国内
外から270ものチームが出場。同チーム25回目と
なる出場で、見事、奨励賞を初受賞しました。

　栗山高校は6月11日、12日の2日間、将来
の職業観や勤労観の育成を目的に就業体験を
行いました。同校が毎年２学年時に実施して
いる取り組みで、町内事業所など16カ所の
協力を得て実施され、栗山警察署では、生徒
２人が制服の試着、指紋採取、足跡調査方法、
容疑者の似顔絵作成に挑戦しました。

雨の中、地域が守る国道234号線の美化

バス停7カ所を心こめて一斉清掃

多くの民謡大会で優秀成績！

栗山英樹さん、まさかのサプライズ登場

国道ごみゼロの日運動

ひまわりグループがきれいな町づくりに貢献

國岡雅さんが全国大会出場決定

栗山高校女子野球部を激励

　国道234号整備促進期成会（会長：佐々木学町長）
が主催する「国道ごみゼロの日運動」が5月29日、
国道234号線沿いで行われました。5月30日の「ご
みゼロの日」を前にした取り組みで、北海道開発
局や国道維持管理企業、国道沿線企業、関係団体
など31企業・団体から120人が参加。雨の中、約
4kmの区間を7班に分かれてごみを回収しました。

　ボランティア団体「ひまわりグループ」（鈴
木真由美会長）が5月31日、町内のバス停の清
掃活動を行いました。参加した14人の会員は
3班に分かれ、栗山中学校や栗山赤十字病院、
栗山高校など、7カ所の待合所で作業。ごみ拾
い、掃き掃除、ガラス・椅子の拭き掃除を行い、
きれいなバス待合所に生まれ変わりました。

　多くの民謡大会で優秀な成績を収め、東京都
で開催される全国大会への出場を決めた継立小
学校5年の國岡雅

みやび
さんが5月21日、吉田政和教育

長を表敬訪問しました。國岡さんは「全国大会
で自分の力を精一杯発揮してきます」と意気込み、
吉田教育長は「全国大会での活躍を期待してい
ます」と激励しました。

　5月28日、カルチャープラザ「Eki」で、栗山高
校女子野球部の激励会が同野球後援会（廣岡延博
会長）主催で行われました。4年目を迎えた同部
が新シーズンへの活躍を誓う中、サプライズで栗
山英樹さんが駆け付けました。栗山さんは「多く
の人に応援され野球ができることに誇りを持ち、
勝利を掴んでください」とエールを送りました。
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熱中症から身を守るための情報と場所

１．「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」と「アラート」

３．民間施設におけるクーリングシェルターの協力募集

　町では、暑さをしのぐ場所として以下の施設を指定しています。

利用 施設名

常時利用可

栗山町役場庁舎
栗山煉瓦創庫くりふと
いきいき交流プラザ
図書館
ふるさといきものの里
オオムラサキ館
農村環境改善センター
南部公民館
栗山郵便局
角田郵便局
継立郵便局
ラッキー栗山店

特別警戒・警戒
アラートの発表時
のみ利用可

勤労者福祉センター
カルチャープラザ「Eki」
総合福祉センター「しゃるる」

※クーリングシェルター
にはステッカーやポス
ターを掲示しています。

利用の注意点： 
・利用できるのは、各施
　設の営業時間内です。
・各施設のルールを守っ
　てご利用ください。
・施設によって、スペースの広さや椅子の数に

限りがあります。

２．クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）の利用

　熱中症の危険度の判断は、気温と湿度などによる「暑さ指数（WBGT）」が活用されています。

熱中症警戒アラート：暑さ指数が「33」以上と予測される場合に発表されます。外出を控え、涼しい
環境で過ごしてください。

熱中症「特別」警戒アラート：暑さ指数が「35」以上と予測され、広域的に甚大な健康被害が生じる
恐れがある場合に発表されます。自分の身を守る行動を最優先してください。

　町では、町民の皆さんがより身近な場所で休憩できるよう、冷房設備のある店舗や事業
所を募集しています。詳細はホームページをご確認またはお問い合わせください。

【問い合わせ】　環境生活課ゼロカーボン推進グループ　☎76-7065

　町は6月8日、日本郵便株式会社と気候変動適
応法に基づく指定暑熱避難施設（クーリングシェ
ルター）に係る協定を締結しました。この協定は、
熱中症による人の健康被害の発生防止を図るため、
栗山郵便局、角田郵便局、継立郵便局を暑さをし
のぐ避難施設として指定するものです。民間施設
の指定は初めてとなります。
　川上紀

のり
亜

あ
希

き
栗山郵便局長は「多くの方に、郵便

局に気軽に立ち寄って涼んで行ってほしいです」
と話しました。

暑さに備えて
郵便局と町がクーリングシェルター協定締結

2026年夏の熱中症対策2026年夏の熱中症対策
熱中症を知って、備える

１．北海道内の熱中症救急搬送状況

①こまめな水分補給
　喉が渇く前に、定期的（1 時間に 1 回など）に水分を摂りましょう。
②適切な室温管理
　扇風機やエアコンを我慢せず使用しましょう。室温 28 度以下が目安です。
③外出時の日差し対策
　日傘、帽子を着用し、なるべく日陰を選んで歩きましょう。

【高齢の方】
特徴：暑さや喉の渇きを感じにくくなる傾向
があります。また、体温を調
節する機能が低下しているた
め、室内でも発症しやすいの
が特徴です。
対策：部屋に温度計を置き、数値を確認して
エアコンを入れましょう。喉が渇いていなく
ても、決まった時間に水分を摂る習慣をつけ
ましょう。

【お子さん】
特徴：体温調節機能が未発達で、大人よりも
体に熱がこもりやすいです。
また、身長が低いため、地面
からの照り返しの熱を強く受
けます。
対策：顔が赤くなっていないか、ひどく汗を
かいていないか大人が観察しましょう。こま
めな休憩と水分補給を促してください。

【軽　症】目まい、立ちくらみ、筋肉痛
　　　　　涼しい場所へ移動し、水分・塩分を補給。首元や脇の下を冷やす。
【中等症】頭痛、吐き気、体がだるい

　　　　　自力で水が飲めない、症状が改善しない場合は医療機関へ。
【重　症】意識がない、返事がおかしい、けいれん、高熱

　　　　　直ちに 119 番（救急車）を呼んでください。

２．熱中症予防のポイント

３．特に注意が必要な方の「特徴」と「対策」

４．症状と対応の目安

　道内では近年、猛暑の影響で熱中症による
搬送者数が高い水準で推移しています。

3,500人

2021年
■　北海道　　■　栗山町
2022年 2023年 2024年 2025年

3,000人
30人

2,500人
25人

2,000人
20人

1,500人
15人

1,000人 10人

500人 5人
0人 0人

1,946

8 1,095
6

3,265
24

1,615 13

2,727

16
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上西
管理栄養士

●内　容	 水遊び（雨天時：室内で親子遊び）
●対　象	 町内在住の6カ月～1歳5カ

月までの乳幼児と保護者
●申込み	 7月10日㈮まで
●持ち物	 水着や水遊び用オムツ・バスタ

オル・濡れたものを入れる袋

●内　容	 水遊び（雨天時：室内で親子遊び）
●対　象	 町内在住の1歳6カ月～

未就園の幼児と保護者
●申込み	 7月24日㈮まで
●持ち物	 水着や水遊び用オムツ・バスタ

オル・濡れたものを入れる袋

●内　容	 水遊び
●対　象	 0歳～就学前の乳幼児と保護者
●持ち物	 水に濡れてもよい服（水着可）・

着替え・バスタオル・飲み物
●申込み	 7月27日㈪まで●申込み	 前日までに要予約

●内　容	 園庭・水遊び（雨天時：
ホールでままごと遊び）

●対　象	 0歳～就学前の乳幼児と保護者
●定　員	 5組程度（要予約）
●申込み	 7月17日㈮まで
●参加費	 1食260円（親子で520円）
●持ち物	 着替え・タオル・濡れた服を入れる袋

●内　容	 ふれあい遊び、おもちゃ
作り、ママカフェ

●対　象	 町内在住の3～5カ月の
乳児と保護者

●持ち物	 バスタオル

●内　容	 おもちゃの紹介・遊び方
●講　師	 ハンズオントーイキンダーリープ　

杉本　英樹氏
●対　象	 就学前の乳幼児と保護者またはキン

ダーリープのおもちゃに興味のある方
●申込み	 7月3日㈮まで

●内　容	 ちゃぷちゃぷ水遊びday
	 ～ひんやり なつあそび～
	 ・お庭遊び
●対　象	 0歳～3歳までの乳幼児と保護者
●持ち物	 水着や水遊び用オムツ・バスタ

オル・濡れたものを入れる袋

●場　所	 児童センター
●内　容	 親子遊び
●対　象	 就学前の乳幼児と保護者

●対　象	 就学前の乳幼児と保護者

スパゲッティ・・・160ｇ
ズッキーニ・・・1本
ベ ー コ ン・・・60ｇ
し　め　じ・・・50ｇ
し　ら　す・・・30ｇ

①鍋にお湯を沸かし、スパゲッティを茹でる。
②ズッキーニは薄く輪切りにし、しめじはほぐして

おく。
　ベーコンは7㎜幅に切ってにんにく、鷹の爪はみ

じん切りにする。
③フライパンにオリーブオイル、にんにく、鷹の爪を

入れて弱火で熱し、香りがでてきたら中火にし、ベー
コン、ズッキーニ、しめじ、柚子胡椒を加えて炒める。

④③に茹で上がった①を加えてよく和え、しらすを
入れ塩で味を調える。

⑤器に盛り、ブラックペーパーをお好みでふりかけ
てできあがり。

ズッキーニは夏バテ解消や熱
中症予防に欠かせないビタミ
ン B 群が多く含まれます。
カリウムも豊富に含まれてい
るので朝食べると夜間にた
まった体内の老廃物を排出す
るのを助けてくれます。

カロリー（一人分）：500kcalカロリー（一人分）：500kcal
食塩相当量：2.4ｇ食塩相当量：2.4ｇ

に ん に く・・・1片
鷹　の　爪・・・1本
柚 子 胡 椒・・・小さじ2
　　塩　　・・・適量
ブラックペーパー・・・適量
オリーブオイル・・・大さじ2

●内　容	 リズム遊びを楽しもう！
	 ・園庭遊び
●対　象	 0歳～就学前の乳幼児と保護者
●申込み	 7月14日㈫まで

●内　容	 管理栄養士・保健師による個別相談
●対　象	 町内在住の就学前の乳幼児と保護者
●持ち物	 母子健康手帳、バスタオル

　絵本は子どもの想像
力と言葉を育み、お父
さん、お母さんからの
読み聞かせは安心感を
与えます。ページをめ
くるたび、広がる新し
い世界を一緒に楽しん
でください。

栗山町図書館司書
野澤 　香さん

Ｑ　
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？
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？
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す
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～ 大和くんママに聞いてみました ～

　ひとりひとり違いはありますが、赤ちゃんは生後10カ月ぐらいになるとお母さんやお父さんの声を
聞きながら絵本の世界に入って行けるようになります。最後までお話が聞けなくても、好きなページ
だけしか見なくても大丈夫です。「一緒の時間を楽しもう」そんな気持ちで読み聞かせ始めてみませんか。

伊藤　ももこさん
　　　大

やまと
和くん（2歳2カ月）

【問い合わせ】　子育て支援センター「スキップ」　☎72-1280

広報くりやま　2026. 7 2026. 7　広報くりやま2525 2424



【相談日】
　毎週　月～金曜日（祝日除く）　8：30 ～ 17：15（商工観光課内　☎ 76-9550）
　※上記の曜日以外の相談は、消費者ホットライン「☎ 188（いやや）」へ

今月のテーマ「巧妙化する定期購入トラブルにご注意！」今月のテーマ「巧妙化する定期購入トラブルにご注意！」

南空知消費生活 ☎76-9550☎76-9550☎76-9550☎73-7516
です！相 談 室

\相談室の専用電話ができました！/

トラブルにあわないために以下の点に注意してください。トラブルにあわないために以下の点に注意してください。
●「定期縛りなし」の記載があっても定期購入契約かもしれません
●注文確認前に最終確認画面をよく確認しましょう
●契約条件に関する記載はスクリーンショットで保存しましょう

「定期縛りなし」や「一回限り」などの記載に目が行きがちですが、最終的にどのような契約になっ
ているかを把握して購入の判断をすることが大切です。
お困りごと、相談ごとは消費者ホットライン「１８８」へ

こんな事例が増えています。
　「定期縛りなし」という記載があった商品を申し込むと割引クーポンが表示され、使用したら意図しな
い定期購入となり、途中解約不可と言われた。

　「一回限り」のはずなのに定期購入になっていた、というトラブルが増加しています。相談者から話を聞
いたところ、商品の申し込み時に、「さらにお得なご案内」が表示され、それを利用したことにより定期購
入に誘導されたようです。

POINT !

事例

　外見からは分かりにくい障がいや病気、妊娠初期の方などが、配慮を受けやすくなるよう、
「ヘルプマーク」と「ヘルプカード」を無料でお渡ししています。

　ヘルプマークは、見た目では分かりにくい内部障がいや難病、妊娠初期の方などが、周囲に
支援や配慮を伝えるためのストラップ型の目印です。これを身につけることで、周囲の協力や
配慮を促すことができます。
　ヘルプカードには緊急連絡先や必要な支援内容を記入でき、普段から持ち歩くことで、日常
や緊急時、災害時などに適切な援助を求めることができます。

【対象】
　義足や人工関節を使用している方、身体障がい、知的障がい、精神障がい、発達障が
い、内部障がいのある方、難病の方、妊娠初期の方など、外見からは支援や配慮を必要
としていることが分かりにくい方。

【申し込み】
　障がいなどが分かる書類をお持ちのうえ、窓口でお申し込みください。
　※ヘルプマークは1人、1個までです。

【申請先・問い合わせ】　福祉課福祉・子育てグループ　☎73-2222

【日時】7月27日㈪　7:50役場集合
【場所】札幌がん検診センター

※健診項目などの詳細は4月号折込「保健サー
ビスガイド」をご覧ください

■受付窓口
住民保健課
健康推進グループ
☎73-2256 申込は

こちら→

■インターネット受付

栗山町　集団健診

　暖かな空気に包まれて気軽に外出したくなる季節
になりましたね。町では「SWC（スマートウェルネ
スシティ）～歩きたくなる『まち』～」を目指して、
町内に健康器具を設置しています。右下写真は椅子
に座り、真上のバーを握り、上半身を倒しながらわ
き腹を伸ばす器具（ストレッチフープ）です。
　お近くに来た際にはぜひ
お試しください。

【設置場所】
図書館

　受診の時や薬をもらう際、ジェネリック希望であることをお伝えください。また、厚労省ホームペー
ジや住民保健課などで配布している「ジェネリック医薬品希望シール（カード）」を提示することで意
思表示ができます。
※現在処方されている薬に対応するジェネリックが未開発の場合や、医師がジェネリックへの変更を好
ましくないと判断した場合は変更できません。
　まずは医師、薬剤師にご相談ください。

　ジェネリック医薬品（後発医薬品・以下ジェネリック）は、新薬（先発医薬品）
と有効成分・品質・効き目・安全性が同等であると国から認められたお薬です。

 【問い合わせ】住民福祉課健康推進グループ　☎ 73-2256

集団健診のお知らせ 健康器具を活用し健幸に　Vol.1

Ｑ．どうすれば、ジェネリック医薬品を選べるの？

Ｑ．ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは？

①　新薬と同じ有効成分・効き目でありながら低価格です。新薬より３割以上、中には５割以上安くな
るものもあります。

②　高齢化に伴い、国全体の医療費は増え続けています。患者さんの負担が減るのと同時に、国全体の
医療費削減につながります。

③　錠剤の苦味を抑え、サイズを小さくするなど、飲みやすさや扱いやすさが考えられた医薬品が豊富
にあります。

Ｑ．ジェネリック医薬品のメリットは？

ジェネリック医薬品を活用しましょう
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介護保険料　納入通知書は7月中旬に発送予定

【国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料に関わる問い合わせ（共通）】
　税務課課税グループ　☎73-7505

65歳以上の方の介護保険料の改定
　介護保険料は、介護保険事業の健全かつ円滑な運営を目指すとともに、介護保険制度における給付サー
ビスの確保を図るため策定した第9期介護保険事業計画（令和6～8年度）に基づき、本人と世帯員の
前年の所得状況によって決定されます。詳しくは【表4】をご確認ください。
　令和8年度の介護保険料の算定については、特例措置があります。詳細については、納入通知書に
同封のチラシをご確認ください。

令和8年度から「子ども・子育て支援金」の課税が始まります
　子ども・子育て支援金は、全世代や企業などの皆さまから医療保険の保険料と合わせて「子ども・
子育て支援金」を拠出いただき、それによる子育て世代に対する給付の拡充を通じて、子どもや子育
て世帯を社会全体で応援する制度です。

　令和８年度から、国民健康保険税においては「子ども・子育て支援納付金課税額」として、これま
での医療分、後期高齢者支援金分、介護納付金分と合わせて、後期高齢者医療保険料においては、こ
れまでの医療分に合わせて課税されます。

　皆さまからいただいた支援金は、法律（子ども・子育て支援法）により使途が定められており、子
育て以外の目的に充てられることはありません。

段階区分 対象基準 年間保険料

1 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方、世帯全員
が住民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が年額80万円以下の方 16,900円

2 世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額が年額120万円以下
の方 28,800円

3 世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額が年額120万円を超
える方 40,600円

4 住民税課税世帯で本人が非課税、合計所得金額＋課税年金収入金額が年額80万円
以下の方 53,400円

5 住民税課税世帯で本人が非課税、合計所得金額＋課税年金収入金額が年額80万円
を超える方 59,400円

6 本人が住民税を課税されており、合計所得が120万円未満の方 71,200円
7 本人が住民税を課税されており、合計所得が120万円以上210万円未満の方 77,200円
8 本人が住民税を課税されており、合計所得が210万円以上320万円未満の方 89,100円
9 本人が住民税を課税されており、合計所得が320万円以上420万円未満の方 100,900円

10 本人が住民税を課税されており、合計所得が420万円以上520万円未満の方 112,800円
11 本人が住民税を課税されており、合計所得が520万円以上620万円未満の方 124,700円
12 本人が住民税を課税されており、合計所得が620万円以上720万円未満の方 136,600円
13 本人が住民税を課税されており、合計所得が720万円以上の方 142,500円

【表4】令和8年度介護保険料

国民健康保険税　納税通知書は7月中旬に発送予定

後期高齢者医療保険料　決定通知書は7月中旬に発送予定

　税制改正により令和8年度に課税限度額（表1）と低所得者世帯の軽
※1

減判定基準額（表2）を変更します。

※「子ども・子育て支援金制度」は、全て
の世代や企業が支援金を出し合うことで、
子育て世帯に対する支援制度の拡充を通
じて子どもや子育て世帯を社会全体で応
援する仕組みです。集めた支援金は児童
手当や妊婦の支援給付の拡充に充てられ
ます。

※1：世帯主（国保加入の有無問わず）・特定同一世帯所属者・被保険者の総所得額の合計が軽減判定基準額
以下となる場合、均等割と平等割が減額されます。

※2：給与所得を有する方と、公的年金など（国民年金、厚生年金、企業年金）受給者
※3：国民健康保険から後期高齢者医療保険へ移行済の世帯員

※4：前年の所得金額により、
控除額が異なる場合があ
ります。

○所得の少ない方は、世帯主や被保険者
の所得に応じて保険料を軽減します。

○年度の途中で加入した際は、加入した
月からの月割で計算します。

○災害などでの所得の大幅な減少、その
他特別の事情で生活が著しく困窮し、
保険料の支払いが困難な方は、保険料
減免を受けられる場合があります。

【保険料の支払い方法】
　「年金からの支払い」と「口座振替」から選
ぶことができます。口座振替を希望される方は、
税務課収納グループ（☎ 73-7506）にお問い合
わせください。
※支払いが困難な場合もご相談ください。

区　分 令和7年度 令和8年度
医療分 66万円 67万円

後期高齢者支援金分 26万円 変更なし
介護納付金分 17万円 変更なし

【新設】子ども・子育て支援金分 3万円

区　分 均等割 所得割 限度額
医療分 59,963円 11.61% 85万円

【新設】子ども分 1,364円 0.28% 2.1万円

軽減割合 軽減判定基準額（令和7年度） 軽減判定基準額（令和8年度）

7割 43万円＋10万円
×（給与所得者など

※2
の人数－1） 変更なし

5割
43万円＋30万5千円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数
※3

）
＋10万円×（給与所得者などの人数－1）

43万円＋31万円×
（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

＋10万円×（給与所得者などの人数－1）

2割
43万円＋56万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
＋10万円×（給与所得者などの人数－1）

43万円＋57万円×
（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

＋10万円×（給与所得者などの人数－1）

【表1】課税限度額

【表2】均等割・平等割の軽減割合および軽減判定基準額

【表3】令和8年度保険料の計算方法
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～栗山町の職人たちが生み出す手作り家具～
家具のまち栗山町家具のまち栗山町

令和9年度空知総合振興局管内町職員採用資格試験

　令和 9 年度空知総合振興局管内町職員採用資格試験について、次のとおりお知らせします。

【一次試験】

【応募期間】

■試験内容
　初級職：教養試験、作文試験
　上級職：教養試験、論文試験

※二次（最終）試験は役場で行います。
　試験日は合格者に個別にご案内します。

　収入の減少や失業など経済的な理由により保険料の納付が難しくなったとき、保険料を
未納のままにしておくと将来の「老齢基礎年金」や、障がい・死亡といった不測の事態が
生じたときの「障害基礎年金」「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。
　保険料を納めることができないときは、下記の「申請免除制度」をご検討ください。

【免除を受けるための条件】
本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定の金額以下であること
※令和8年7月～令和9年6月の保険料は令和7年中の所得で審査を行います。
※離職（退職・失業）された場合、その方の前年所得をゼロとみなして審査します。この

特例は原則、離職された年とその翌年に申請された場合に限ります。
【承認期間】

7月から翌年6月まで
※申請する月の2年1カ月前の月分まで

さかのぼって申請できます。
【申請に必要なもの】

・本人確認書類（運転免許証など）
・年金手帳または基礎年金番号通知書
・雇用保険被保険者離職票など
　（離職された方がいる場合）

保険料の納付に困ったら相談を保険料の納付に困ったら相談を

■場　所 岩見沢市　岩見沢平安閣

■試験日 9 月 20 日（日）

7 月 1 日㈬～ 7 月 31 日㈮

区分・募集人数 資　格 備　考

一般事務職
初級（高校卒業程度）
若干名

平成17年4月2日
から平成21年4月
1日までに生まれ
た方

第 一次 試 験 合 格 者
（空知町村会発表）
は、採用資格候補者
名簿に登録され、就
職希望町ごとに第二
次試験を行います。

一般事務職
上級（大学卒業程度）
若干名

平成11年4月2日
から平成17年4月
1日までに生まれ
た方

【問い合わせ・申込先】　
　総務課総務グループ　☎72-1111

【問い合わせ】　
　住民保健課国保グループ　☎73-7508

国 民 年 金

申請免除制度
①全額免除
②一部免除（¾免除・半額免除・¼免除）
※免除の承認を受けた期間は年金を受け取る

ために必要な期間（受給資格期間）に含ま
れます。ただし、一部免除を受けた場合、
保険料を納めていない期間は未納扱いとな
りますのでご注意ください。

　栗山家具の手づくりの良さを広く発信しよ
うと、町内の家具職人が集まって始めた「く
りやま家具・工房まつり」は、今年で13回
目を迎えることができました。家具に使われ
ている木材は、道産材がほとんどです。天然
木の良さを活かして、職人がひとつひとつ手
作りで製作しています。修理やソファの布・
レザー張替えなども可能で、良いものを長く
使用していただけます。法人から個人までオー
ダーメイドに対応しております。
　年に一度の機会ですので、ぜひ足をお運び
ください。

くりやま家具・工房まつり協議会

代表　横井　忠さん

◆日時　7月18日㈯～20日㈷
10：00～17：00

◆場所　
　・第1会場①匠の森　☎73-2022
　・第2会場②マルカ家具販売株式会社

鳩山工場　☎72-1143
手作り家具やソファなどを展示・販売
アウトレットコーナーもあります。

◆問い合わせ　くりやま家具・工房まつり協議会　☎73-2022（匠の森）

　栗山町には家具工房や家具製造工場が合わせて5つあり、家具
職人の多くいる「家具のまち」です。年に一度、手作りの栗山家
具を集めた「くりやま家具・工房まつり」を開催している、くり
やま家具・工房まつり協議会の横井代表にお話を伺いました。

～栗山町の職人たちが生み出す手作り家具～
家具のまち栗山町家具のまち栗山町

①

匠の森
ショールーム

国道234号

②

マルカ家具

　　●
　雨煙別小学校
　コカ . コーラ
　　環境ハウス

くりやま家具・工房まつり

展示参加事業所（町内のみ）

〇オークランド製造本部株式会社（旭台1-101）
〇家具工房　森巣（湯地30-56）
〇株式会社ちば家具（鳩山11）
〇匠の森（鳩山11-65）
〇マルカ家具販売株式会社（中央3-330）

広報くりやま　2026. 7 2026. 7　広報くりやま3131 3030



催　
し

◆
７
月
の
納
税
…
7
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
・
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期
・
介
護
保
険
料
第
１
期
の
納
期
で
す
。
納
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】
課
税
内
容
…
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ　
☎
�
７
５
０
５　

  

納
税
…
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ　
☎
�
７
５
０
６

つ
ぎ
た
て
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ブ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
、
耐
震
改
修
お
よ
び
老
朽
住

宅
の
解
体
工
事
に
対
し
て
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆�

対
象
者　

　

町
内
に
住
所
を
持
ち
、
か
つ

　

住
宅
を
所
有
し
、
町
税
な
ど

　

の
滞
納
が
な
い
方
。

※
工
事
後
本
町
に
移
住
予
定
の

　

場
合
や
、
解
体
工
事
の
場
合

　

は
、
町
外
の
方
も
対
象
に
な

　

り
ま
す
。

◆�

助
成
額　

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

　

工
事
費
の
３
割
（
10
万
円
以

　

上
の
工
事
で
助
成
の
限
度
額

　

は
40
万
円
） 

②
耐
震
改
修
工
事 

　

工
事
費
の
２
割
（
50
万
円
以

　

上
の
工
事
で
助
成
の
限
度
額

　

は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

　

工
事
費
の
２
割
（
50
万
円
以

　

上
の
工
事
で
助
成
の
限
度
額

　

は
30
万
円
）

◆�

対
象
工
事　

　

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人

　

ま
た
は
町
内
に
住
所
の
あ
る

　

紙
バ
ン
ド
の
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

で
丸
か
ご
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時 　
７
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
講
師　
斎
藤 

ひ
ろ
み
さ
ん

◆
料
金　
１
０
０
０
円

※
小
さ
い
か
ご
の
製
作
時
間
は

　

は
３
時
間
程
度
。
大
き
い
か

　

ご
を
作
り
た
い
方
は
最
大
で

　

午
後
3
時
ま
で
可
能
。

※
最
大
サ
イ
ズ
は
直
径
27
㎝

◆
持
ち
物　
木
工
用
ボ
ン
ド
、

　

午
前
も
午
後
も
製
作
さ
れ
る

　

方
は
昼
食　

◆
定
員　
10
人

◆
申
込
期
限　

７
月
12
日
㈰

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３

く
ら
し
・
支
援

貯
水
槽
の
衛
生
管
理
を
お
願
い

し
ま
す

　

貯
水
槽
か
ら
給
水
し
て
い
る

建
物
は
、
設
置
者
に
よ
る
管
理

が
必
要
で
す
。
管
理
を
怠
る
と

水
質
が
悪
化
し
、
給
水
に
支
障

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
貯
水
槽
の
清
掃　

　

貯
水
槽
は
年
１
回
以
上
の

　

清
掃
が
必
要
で
す
。
毎
日
の

　

使
用
で
汚
れ
る
た
め
、
専
門

　

業
者
に
よ
る
定
期
的
な
清
掃

　

を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
貯
水
槽
の
点
検　

　

有
害
物
質
か
ら
の
汚
染
、
亀

　

裂
・
破
損
に
よ
る
漏
水
な
ど

　

を
防
ぐ
た
め
に
、
月
１
回
は

　

施
設
の
点
検
を
実
施
し
ま

　

し
ょ
う
。
台
風
や
地
震
な
ど

　

で
水
質
悪
化
の
恐
れ
が
あ
る

　

場
合
も
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

※
主
な
検
査
、
点
検
内
容
は

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

上
下
水
道
課
☎
�
7
5
1
4

中
の
深
澤
雅
一
さ
ん
に
よ
る
、

歌
あ
り
ト
ー
ク
あ
り
の
ラ
イ
ブ

で
す
。

◆
日
時　
７
月
11
日
㈯

　

午
後
1
時
～
2
時
30
分

◆
場
所　
南
部
公
民
館

◆
料
金　
無
料
・
申
込
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
山
開
き

作
業
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
作

業
を
し
て
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

◆�

日
時　
７
月
12
日
㈰　
　

　
午
前
９
時
～
正
午（
雨
天
中
止
）

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者

　

同
伴
で
す
。

◆
内
容
　
河
川
改
修
、
湿
地
環

　

境
整
備
な
ど

◆
持
ち
物
・
服
装
　
汚
れ
て
も

　

良
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、

　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
教
育
課

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

個
人
事
業
所
で
、
と
も
に
建

　

設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る

　

事
業
所
が
施
工
す
る
工
事 

※
工
事
着
工
の
前
に
申
請
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
末
（
耐
震
改
修
工
事
は

　

９
月
末
）
で
受
付
を
終
了
し

　

ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

建
設
課

　

建
築
・
住
宅
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
の

脱
水
予
防
！

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
脱
水
症

や
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
で

す
。
脱
水
予
防
に
は
様
々
な
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
脱
水
症

を
予
防
し
て
、
元
気
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
正
し
い
知
識
を
学

び
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

◆
日
時　
7
月
15
日
㈬

　

午
後
1
時
40
分
～
3
時

◆
場
所　
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く

　

り
や
ま
（
朝
日
４
丁
目
）

　

競
泳
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時 　
８
月
５
日
㈬

　

午
前
９
時
15
分
受
付
～
正
午

◆
場
所
　
栗
山
水
泳
プ
ー
ル

◆
対
象　
町
内
小
学
生

◆
持
ち
物　

　

水
着
・
水
泳
帽
子
・
水
中
メ

ガ
ネ
・
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

◆
申
込
期
限　
７
月
17
日
㈮　

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
１
６
１

　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

昔
な
が
ら
の
「
お
き
あ
が
り

こ
ぼ
し
」
を
作
り
ま
す
。
カ
ラ

フ
ル
に
飾
り
付
け
、
思
い
思
い

の
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　
８
月
７
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

午
前
９
時
30
分
に
ま
で
に
児

　

童
セ
ン
タ
ー
前
に
お
集
ま
り

◆
定
員　
30
人

◆
講
師　
株
式
会
社
大
塚
製
薬

　

三
木　

怜
さ
ん

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

☎
�
２
６
０
０

  

栗
山
町
に
在
住
す
る
外
国
人

向
け
に
、
生
活
に
必
要
な
日
本

語
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
が
開

講
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　
７
月
14
日
㈫

　

午
後
６
時
～
8
時

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
申
込
方
法　

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
D
М

　
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

   【
問
い
合
わ
せ
】

代
表　

関
谷

☎
0
9
0（
３
１
２
２
）３
８
５
７

　

2
回
目
の
除
草
作
業
と
ハ
サ

ン
ベ
ツ
里
山
の
水
辺
の
生
き
物

　

く
だ
さ
い
。

◆
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
対
象　
町
内
小
学
生
（
保
護

　

者
同
伴
も
歓
迎
）

◆
料
金　
４
０
０
円

◆
持
ち
物　
作
品
持
ち
帰
り
袋

◆
定
員　
10
人

◆
申
込
期
限　
７
月
31
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３

　

図
書
館
職
員
に
よ
る
「
木
曜

お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
読
み
聞
か
せ
や
手
あ
そ

び
な
ど
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め

ま
す
。

◆
日
時　
毎
週
木
曜
日

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分　

◆
場
所　
図
書
館
幼
児
コ
ー
ナ
ー

◆
料
金　
無
料
※
定
員
な
し

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

図
書
館
☎
�
６
０
5
５

　

障
が
い
に
つ
い
て
学
び
、互

い
の
体
験
や
日
頃
の
悩
み
、工

夫
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

調
べ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

稲
が
大
き
く
育
つ
た
め
に
は
雑

草
を
と
る
作
業
が
必
要
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
田
ん
ぼ
や
小
川

に
住
ん
で
い
る
水
辺
の
生
き
物

調
査
を
楽
し
み
ま
す
。

◆
日
時　
７
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

◆
場
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
対
象　
小
学
4
年
生
以
上

※
小
学
4
年
生
未
満
は
保
護
者

　

同
伴
で
す
。

◆
料
金　
大
人　

2
５
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も
２
０
０
0
円

◆
申
込
期
限　
7
月
3
日
㈮　

◆
定
員　
20
人

◆
持
ち
物　
昼
食
、
飲
み
物
、

　

長
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
軍

　

手
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
と

　
着
替
え
、
サ
ン
ダ
ル
、
カ
ッ
パ

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

雨
煙
別
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
☎
�
１
６
９
６

　

北
広
島
市
・
札
幌
市
・
小
樽

市
・
恵
庭
市
な
ど
で
、
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
＆
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍

◆
日
時　
７
月
17
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

　

※
今
年
度
は
1
月
を
除
く
奇

数
月
の
第
3
金
曜
日
開
催

◆
場
所　

空
知
総
合
振
興
局

（
岩
見
沢
市
８
条
西
5
丁
目
）

◆
申
込
期
限　
前
日
ま
で

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
岩
見
沢
保
健
所　

健
康
推
進
課

☎
０
１
２
６
（
２
０
）０
１
２
２

　

戦
車
搭
乗
体
験
、体
験
型
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
ロ
ー
プ
渡
り

な
ど
）、個
人
装
具
装
着
体
験
、

北
海
自
衛
太
鼓
演
奏
、音
楽
隊

演
奏
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

◆
日
時　

　

７
月
18
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

◆
場
所　
南
恵
庭
駐
屯
地

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、
恵

　

庭
駅
西
口
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ

　

ス
も
運
行

【
問
い
合
わ
せ
】

　

陸
上
自
衛
隊
南
恵
庭
駐
屯
地

　

第
３
施
設
団
本
部

☎
０
１
２
３
（
３
２
）
３
１
０
１　

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
作
り

「
く
り
や
ま
に
ほ
ん
ご

ク
ラ
ス　
そ
ら
」
開
講

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
毎
月
第
３
水
曜
開
催
）

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座
「
エ
コ

ク
ラ
フ
ト
の
丸
か
ご
づ
く
り
」

毎
月
第
２
日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
日

夏
休
み
特
別
企
画
「
た
ま
ご
型

お
き
あ
が
り
こ
ぶ
し
を
作
ろ
う
」

ス
イ
ミ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

木
曜
お
は
な
し
会

令
和
令
和
８８
年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
３
７
１
５
万
５
０
０
０
円　
（
１
１
３
５
件
）
※

年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
３
７
１
５
万
５
０
０
０
円　
（
１
１
３
５
件
）
※
５５
月月
3131
日
現
在
で
す
。

日
現
在
で
す
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
と
家

族
の
つ
ど
い

南
恵
庭
駐
屯
地
創
立
74
周
年
・
第

３
施
設
団
創
隊
65
周
年
記
念
行
事

つ
ぎ
た
て
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ブ
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夏
休
み
に
農
業
試
験
場
の
仕

事
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

◆
日
時　
８
月
４
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◆
場
所　
中
央
農
業
試
験
場

　
（
長
沼
町
東
６
線
北
15
号
）

◆
内
容　
各
種
体
験
・
家
庭
菜

  

園
相
談
・
診
断
コ
ー
ナ
ー

◆
参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

　

中
央
農
業
試
験
場

☎
（
８
９
）
２
２
８
２

　

野
菜
詰
め
放
題
・
き
び
だ
ん

ご
ま
き
・
こ
ど
も
縁
日
・
ビ
ン

ゴ
大
会
・
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な

ど
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
８
月
８
日
㈯

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　
駅
前
駐
車
場

【
問
い
合
わ
せ
】

　

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

　

管
理
部　

☎
�
１
３
１
３

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所

に
よ
る
法
律
相
談
を
行
い
ま

す
。

◆
日
時
（
一
人
約
30
分
程
度
）

　

７
月
17
日
㈮
・
31
日
㈮

    
午
後
1
時
～
4
時

◆
場
所　
し
ゃ
る
る

◆
定
員
（
予
約
制
）
各
日
6
人

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　

行
政
相
談
員
が
行
政
へ
の
苦

情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

◆
日
時　
7
月
14
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所　
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ

◆
相
談
員　
岡
山
美
智
子
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課

　

広
報
・
防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
１

◆
試
験
日　
９
月
６
日
㈰

◆
試
験
場
所　
札
幌
市

◆
種
類　

　

甲
種（
受
験
資
格
制
限
あ
り
）

　

乙
種
（
第
１
～
６
類
）

　

丙
種

◆
料
金

　

甲
種　

７
２
０
０
円

　

乙
種　

５
３
０
０
円

　

丙
種　

４
２
０
0
円　

◆
願
書
受
付
期
間

　

電
子
申
請
・
書
面
申
請　

　

７
月
27
日
㈪
～
８
月
３
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
】

　

消
防
署
消
防
2
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
２
０
５
）
５
３
７
１

　

警
察
官
の
仕
事
は
、
交
番
勤

務
や
犯
罪
捜
査
、
防
犯
活
動
、

相　
談

無
料
法
律
相
談

行
政
相
談

北
海
道
警
察
官
募
集

交
通
指
導
取
締
、
災
害
救
助
な

ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
説
明
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
北

海
道
警
察
の
採
用
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
概
要

〇
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　

40
人
程
度

　
　
　

Ｂ
区
分　
1
4
0
人
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　

20
人
程
度

　
　
　

Ｂ
区
分　

50
人
程
度

〇
受
験
資
格

・
A
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ

　

る
大
学
卒（
短
期
大
学
除
く
）

・
B
区
分　
A
区
分
以
外
の
者

〇
年
齢　

令
和
9
年
4
月
1
日

　

現
在
で
18
歳
以
上
35
歳
以
下

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
警
察
署
☎
�
０
１
１
０

◆
受
験
資
格　

　

令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

　

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

　

日
か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経 

　

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令

　

和
９
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

　

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を 

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

中
央
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

募　
集

試　
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

第
９
回
農
業
祭

スポーツ推進委員が行く！スポーツ推進委員が行く！スポーツ推進委員が行く！

スポーツ推進委員　普及部

𠮷田　夏
な つ

紀
き

　委員

老若男女問わず楽しめるモ
ルックというスポーツの魅
力をご紹介します！

５
月
10
日
に
栗
夢
広
場
で
開
催
さ
れ
た

栗
山
コ
ン
サ
サ
ポ
モ
ル
ッ
ク
部
栗
山
支
部

主
催
の
【
北
海
道
モ
ル
ッ
ク
定
期
大
会
栗

山
C
Ｕ
Ｐ
】
に
参
加
し
ま
し
た
！
モ
ル
ッ

ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、
木
製
の
棒
を
投
げ
て
数
字
の
書
か
れ

た
ピ
ン
を
倒
し
、
ピ
ッ
タ
リ
50
点
を
狙
い

ま
す
。
複
数
本
の
場
合
倒
れ
た
本
数
、
1

本
の
み
倒
れ
た
場
合
は
ピ
ン
に
書
か
れ
た

数
字
が
得
点
と
な
り
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
で
た
く
さ
ん

倒
せ
ば
い
い
と
思
い
挑
み
ま
し
た
が
、
実

際
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
頭
脳
戦
が
勝
敗

を
分
け
る
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
。
特

に
勝
敗
の
か
か
っ
た
一
投
は
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
投
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
…
！
が
、
当

日
は
気
持
ち
の
良
い
晴
天
の
も
と
、
モ

ル
ッ
ク
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
、
モ
ル
ッ

ク
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
面
白
さ
を
体
感
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

▲モルックで使用する
　道具

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

海
上
保
安
官
募
集

◆
受
付
期
間　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

７
月
10
日
㈮
～
23
日
㈭

◆
第
一
次
試
験
日

　

９
月
27
日
㈰

◆
第
一
次
試
験
地　

　

札
幌
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、

　

旭
川
市
、
釧
路
市

【
問
い
合
わ
せ
】

　

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部

　

千
歳
航
空
基
地
管
理
課
係

☎
０
１
２
３
（
２
３
）
９
１
１
８　

一
般
曹
候
補
生

◆
年
齢　

　

18
歳
以
上
～
33
歳
未
満
の
者

　
（
採
用
月
の
1
日
現
在
）

◆
受
付

　

７
月
１
日
㈬
～
９
月
１
日
㈫

◆
試
験
日　

　

９
月
16
日
㈬
～
20
日
㈰
の
う

　

ち
希
望
す
る
日

※
採
用
説
明
会
を
年
中
無
休
で

　

行
っ
て
い
ま
す
。　

【
問
い
合
わ
せ
】

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

恵
庭
地
域
事
務
所

☎
０
１
２
３
（
３
４
）
５
４
３
８

自
衛
官
募
集

    

　
　

　
　

　
　
応
募
フ
ォ
ー
ム
は

                  　
こ
ち
ら
▼

表
紙
写
真
を

表
紙
写
真
を

　
　
　
募
集
し
ま
す
！

　
　
　
募
集
し
ま
す
！

　

町
内
で
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

 

・
町
内
在
住
の
方
で
、
応
募
条
件
に

　

同
意
い
た
だ
け
る
方

※
18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同

　

意
が
必
要
で
す
。

◆
応
募
条
件

 

・
町
内
で
過
去
１
年
以
内
に
撮
影
し

　

た
、
未
発
表
の
作
品
（
個
人
の
Ｓ

　

Ｎ
Ｓ
な
ど
に
投
稿
し
た
も
の
は
応

　

募
で
き
ま
せ
ん
）

 

・
人
物
が
写
っ
て
い
る
場
合
は
許
可

　

を
得
て
い
る
こ
と
。

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

　
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
く
り
ポ

　
　
　
　
　
　
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
が
撮
影
し
た
写
真
を
広
報

の
表
紙
に
し
ま
せ
ん
か
？

500
　ポイント 
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「スクラジ！くりやま」　「スクラジ！くりやま」　
　町内の児童生徒・学生の皆さんが週替わりで番組を担当するエフエムくりやまのラジオ番
組。各学校の発信に加え、子どもたちが気になる最近の話題などを、ラジオを通じて届けます。

学校情報番組（スクールライフラジオ）

【今後の放送日】       毎週月・木曜　18：30 ～ 19：00
　　　　　　　　    　　　 日曜    14：30 ～ 15：00
■栗山高校　　　　　    　  6 日・     9 日・12 日
■栗山中学校　　　　　   13 日・16 日・19 日
■継立小学校　　　　　   20 日・23 日・26 日
■介護福祉学校　　　　   27 日・30 日・8 月 2 日
　　　　　　　　　　　※木・日曜は再放送です。
【問い合わせ】  商工観光課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

週替わりパーソナリティがお届け♪

【問い合わせ】　栗山警察署       ☎ 72-0110

夏の交通安全夏の交通安全
長距離はひといきついて長距離はひといきついて

　　　　　　心にゆとりとやさしさを　　　　　　心にゆとりとやさしさを

夏休みの犯罪・被害防止夏休みの犯罪・被害防止

　

　　

考えて大切な自分の未来考えて大切な自分の未来

〇万引きは犯罪！万引きの見張りや命令も犯罪です
　盗んだものをもらうことも犯罪です。
〇お酒やたばこは20歳になってから。20歳未満の
　飲酒や喫煙は心身への悪影響が大きいので、勧め
　られてもきっぱりと断りましょう。
〇インターネットの世界は危険がいっぱい！SNSの
　利用をきっかけとした犯罪被害が増えています。
　インターネットで知り合った人から「会いたい」
　「写真を送ってほしい」と言われたら、すぐに家
　族や周りの大人に相談しましょう。
〇闇バイト・裏バイトに注意！高額なアルバイトは
　重大な犯罪に加担させられるおそれがあります。
　少しでも怪しいと思う仕事は応じないでください。

【問い合わせ】   栗山高校　☎ 72-1343　

◆ ◆ 一般公開日時一般公開日時　　

　7/4 ㈯ 　　7/4 ㈯ 　9：30 ～ 14：309：30 ～ 14：30

     7/5 ㈰          7/5 ㈰     9：00 ～ 13：309：00 ～ 13：30

◆◆場　　　所　　栗山高校場　　　所　　栗山高校

【問い合わせ】  Fビレッジ広域周遊施策実行委員会　☎011-372-3311（内線4343）　　

　各自治体の観光スポットや食を楽しみながらデジタルスタンプを集めましょう。
　スタンプを集めると豪華景品が当たる抽選に応募できます。
　また、条件達成すると先着でご当地えふたんステッカーがもらえます。
◆対象自治体　
　江別市・恵庭市・石狩市・苫小牧市・千歳市・南幌町・由仁町・
    長沼町・栗山町・雨竜町・沼田町・北広島市
　※オール北海道ボールパーク連携協議会食と観光分科会に参画する
     　12 自治体が連携して実施します。
◆期　　間　７月１日～８月 16日まで
◆参加方法　F ビレッジアプリをダウンロード
　　　　　詳しくは、二次元コードからご覧ください。

　　えふたんと巡る！　　えふたんと巡る！12市町ぐるっとスタンプラリー12市町ぐるっとスタンプラリー

沿線５市町で構成する JR 室蘭線活性化連絡協議会では、JR 室蘭線を利用して沿線地域のイベ
ントに参加し、事後アンケートにご協力いただけるモニターを募集しています。モニターに
はイベントごとに会場で使用できる 1,000 円分のクーポン券を配付します。

【問い合わせ】  企画財政課企画グループ   　☎ 73-7502

　　　観光利用モニター募集中　　　観光利用モニター募集中

　対象イベント 期　間 会　場（クーポン配付場所ではありません）

①あびら夏！うまかまつり ７月     4 日・   ５日 ときわ公園（安平町早来北進 102-5）

②くりやま夏まつり ７月 18 日・19 日 栗山駅前通り商店街（栗山町中央 3 丁目）

③由仁町夏まつり ８月　2 日 健康元気づくり館前（由仁町東栄 87-1）

④とまこまい港まつり ８月    7 日～　9 日
（クーポン配付は 8 日のみ） 中央公園（苫小牧市若草町 2 丁目 3）

⑤由仁町ビール大会 ８月 14 日 ポッポ館前（由仁町中央）

⑥くりさわ農業祭 ８月  22 日～ 23 日 栗沢中央公園（岩見沢市栗沢町東本町 1 番地）

　　　　詳細はこちら
　　（事前応募が必要です）

町内関係者有志発表、クラス発表、PTA バザー
栗山マルシェ、幼児向けコーナーなど

　夏の交通安全運動は
　　　　　7月13日㈪～22日㈬
〇スピードの出し過ぎや無理な追い越しは、大きな
　交通事故に直結します。安全運転に努めましょう。
〇車に乗ったらすべての座席でシートベルトを着用
　しましょう。
〇長時間の運転は注意力を散漫にし、交通違反や居
　眠り運転に繋がる可能性があります。眠気を感じ
　たら無理な運転はやめましょう。

生まれ変わる『栗高祭』 今年の栗山高校の学校祭は、グルメや体験など 40 団体今年の栗山高校の学校祭は、グルメや体験など 40 団体
以上が協力し地域といっしょに盛り上げます。栗山高以上が協力し地域といっしょに盛り上げます。栗山高
校の魅力を体験しませんか？校の魅力を体験しませんか？

吹奏楽演奏・中学生向け説明会・キッズクラ
ブレストラン・複合型体験イベントなど

JR室蘭線に乗って
 お祭りに行こう！

　イメージ
　キャラクター
(あららぎ）　

　蘭　らん

デジタルスタンプラリー同時開催
　[開催期間] 　7月1日～8月31日
　スタンプ5個以上で「キハ40形吊り革」
　または「特産品セット」が抽選で当たる！
　※観光利用モニター以外も参加可能です　　　　   詳細はこちら
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まちを元気づける様々なイベントが開催！こちら

Vol.97

栗山町長　佐々木　学

   町民の皆さん、こんにちは。
　　北海道もいよいよ夏本番を迎えようとし
ていますが、いかがお過ごしでしょうか。

 　6 月 16 日に開会した町議会 6 月定例会
議におきまして、本年度の町政執行方針を
申し上げました。
　町政執行方針には、加速化する人口減少
や少子高齢化への対応、また人口減少に起
因する新たな町政課題を解決へと導くため
に、本年度に取り組む主要な施策・計画事
業を盛り込みました。
　本年度を、栗山新時代の次なるステージ
への幕開けとなる「新化の時」と位置づけ、
町民皆さんの「笑顔が弾ける、ふるさと栗
山」実現のため、ゆるぎない信念をもって、
町政運営に邁進してまいります。

　さわやかな初夏を迎える中、本町でも、
まちを元気づける様々なイベントが開催さ
れました。
　5 月 28 日、本町に新風を吹かせていた
だいている、栗山高校女子硬式野球部の激
励会が開催されました。
　11 人の新入部員を加え 36 人の部員で、
既に今年の活動をスタートされています
が、激励会では、金由起子監督と松本心優
主将から、今年の活躍を誓う、力強い決意
が述べられました。
　栗高女子野球部は、3 月に埼玉県で開催
された第 27 回全国選抜大会でも、3 回戦
進出を果たされており、7 月 18 日から兵
庫県で開催される第 30 回全国選手権大会
では、「全国制覇」という目標達成に向け、
チーム一丸となって頑張っていただきたい
と思います。

　6 月 6 日には、子どもたちが待ちに待った、
町内各小学校の運動会が開催されました。
　栗山・角田・継立小学校の 3 校は、来年
4 月に統合されるため、角田小学校と継立
小学校は、最後の運動会となりました。
　私も、各小学校を回り、応援させていた
だきましたが、風が強く肌寒い天候の中、
栗っ子たちは元気いっぱいの頑張りを見せ
てくれました。

　6 月 7 日には、第 35 回ＹＯＳＡＫＯＩ
ソーラン祭りに出場された、堀文彦代表率
いる「くりやまＯＨ！！夢乱咲」の出陣式が行
われました。
　平成 11 年の初出場以来、節目の 25 回
目の出場となった今回の祭りには、総勢
28 人の演者にスタッフを含め、36 人のチー
ムで挑まれました。
　そして、日頃の地域貢献と賑わい創出へ
の活動が評価され、見事「奨励賞」を受賞さ
れました。
　今後も 30 回、50 回出場を目指していた
だき、まちの振興発展にお力添えをいただ
きますよう、よろしくお願いいたします。

　さて、今月 18 日（土）・19 日（日）の２日
間にわたり、本町の夏の風物詩「第 51 回
くりやま夏まつり」が開催されます。
　様々なステージショーや場内イベント、
またＹＯＳＡＫＯＩソーランなど、今年の
夏まつりも見どころ満載です。

　町民の皆さん、是非、夏まつりに参加し
て、パワー全開で、北海道の短い夏を楽し
んでまいりましょう。
 

【今月の主な動向】※変更の場合もあります。

7 月 2 日㈭

社会を明るくする運動表敬訪問
生活支援体制整備事業協議体会議
内部統制等推進委員会

7 月 4 日㈯ 衆議院議員政経セミナー

7 月 8 日㈬
栗山町身体障害者福祉協会総会
姉妹都市宮城県角田市議会表
敬訪問

7 月 9 日㈭
防災・危機管理トップセミナー
北海道市町村長交流セミナー

7 月 10 日㈮ 空知地方総合開発期成会札幌要望
7 月 11 日㈯ 衆議院議員政経セミナー
7 月 12 日㈰ ハサンベツ里山ホタル鑑賞会
7 月 13 日㈪ 飲酒運転根絶の日啓発活動

7 月 17 日㈮ 第 1 回炭鉄港推進協議会総会・
幹事会

7 月 18 日㈯
  ～ 7 月 19 日㈰ 第 51 回くりやま夏まつり

7 月 21 日㈫ 農業委員改選辞令書交付
7 月 22 日㈬
　～ 7 月 24 日㈮ 道外出張（企業誘致等用務）

7 月 25 日㈯ 姉妹都市子ども交歓のつどい歓
迎会

7 月 28 日㈫
　～ 7 月 31 日㈮

東京出張（空知地方総合開発期
成会東京要望）

7 月 31 日㈮ 衆議員議員政経セミナー

【行事】

姉妹都市角田市への表敬訪問

町政執行方針演説（町議会６月
定例会議）

くりやまＯＨ！！夢乱咲出陣式

町内各小学校運動会

栗山高校女子野球部激励会

町

室

長

【来客】

北海道ポラコン株式会社の池田
翼社長、北洋銀行札幌西支店の
安保敦司支店長

新日本電工株式会社の青木
泰社長

仲井浩祐理事長などくりや
ま駅前通り商店街協同組合
の皆さん

くりやまＯＨ！！夢乱咲の堀
文彦代表ご夫妻

株式会社栗山ハイヤーの
藤柳喬社長

札幌管区気象台の関野裕功部長

株式会社トクヤマの井上智弘
社長

株式会社エクセルシャノンの近
藤祐介社長ひ

と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

Kuriyama town

戸籍のまど

（敬称略）おくやみ

5 月 1 日～ 31 日届出分

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

▼
「
落
と
し
文
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
昆
虫

が
葉
を
巻
い
て
作
る
ゆ
り
か
ご
状
の
巣
の
こ

と
だ
と
、
最
近
若
い
方
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
落
と
し
文
を
見
た
時
、
自
分
の
卵

を
葉
に
包
ん
で
き
れ
い
に
巻
く
こ
と
が
で
き

る
昆
虫
が
い
る
な
ん
て
と
、
心
底
感
心
し
ま

し
た
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
知
ら
な
い
こ
と

は
沢
山
あ
り
、
人
生
幾
つ
に
な
っ
て
も
学
び

が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。   

（
小
野
寺
）

▼ 

今
年
は
春
が
と
て
も
短
く
、
あ
っ
と
い

う
間
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま

す
。
気
が
つ
け
ば
7
月
。
栗
山
の
夏
の
風

物
詩
「
く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
」
の
時
期
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
私
も
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
会
場
を
回
る
予
定
で
す
。
今
月

号
に
は
お
祭
り
の
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
な
が
ら
、
栗

山
の
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！   

（
上
田
）                 

▼
暑
さ
が
日
ご
と
に
厳
し
く
な
り
、
夏
の

訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
夏

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
し
た
行
事
が
盛
ん
に

な
る
時
期
で
す
が
、
同
時
に
熱
中
症
へ
の

注
意
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
22
、
23
ペ
ー
ジ

で
は
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
や
休
憩
を
心
掛
け
、
体
調

に
気
を
付
け
な
が
ら
、
こ
の
夏
を
最
大
限

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

（
林
）

編
集
担
当
者
の
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集
担
当
者
の

ひ
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り
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と

ひ
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り
ご
と

ひ
と
り
ご
と
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町へ
金一封

（教育寄附金） 共立道路株式会社（大井分）

土　地
（総務寄附） 村上　渉さん（中央３）

人のうごき
※5月31日現在、（　）内は前月比です

人　口　　10,399人　
　男　　 4,895人
    女　　　  5,504人　
世帯数　　  5,657世帯

（-  4）
（+ 2）
（-  6）
（-  2）

ご厚意

（敬称略）おめでた

住所 氏名 月日 保護者名

角 田 月輪　　栞
しおり

4/23 賢太・陽子

角 田 冨澤　咲
さ

希
き

5/14 政範・亜美

継 立 國本　明
あ

希
き

5/23 英樹・瑞貴

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

日 出 奥田　輝義 88 5/3 本人

松風２ 松本　敦子 89 5/4 智成

松風４ 武田真砂子 69 5/4 優

中央２ 安藤　榮子 80 5/16 長嶋  崇

富 士 谷口　温松 86 5/23 本人

富 士 田村　智子 63 5/24 本人

松風２ 湯浅　眞一 67 5/26 本人

朝日３ 宮本　松雄 81 5/29 本人

中 里 竹見　良雄 91 5/30 本人

  広告

介護人材の確保に関する包括連
携協定の締結（後志報恩会）

クーリングシェルター協定の締
結（町内郵便局）

栗山消防団春季連合消防演習
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